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●河合町を中心に撮影された
写真
●自作の未発表作品
●デジタルデータに限ります。
●複数点の応募も可能です。
●タテ・ヨコどちらも可能です。
●詳しくは議会事務局へ
ご連絡ください。

議会だよりの
表紙に掲載する
写真を募集中 !!
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議案番号 議決結果議  案  名

令和６年度河合町一般会計補正予算について

令和６年度河合町

後期高齢者医療制度特別会計補正予算について

令和６年度河合町水道事業会計補正予算について

令和６年度河合町下水道事業会計補正予算について

河合町公民館設置条例の一部改正について

奈良県市町村総合事務組合規約の変更について

奈良県葛城地区清掃事務組合規約の変更について

専決処分の承認を求めることについて

（令和６年度河合町一般会計補正予算）

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
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詳しい日程は、決定しだいホームページに掲載いたします。
次の議会は3月定例会を予定しています。 河合町議会公式

ホームページから
ご覧いただけます

編
集
後
記

　2025 年は「巳（へび）」年。
　へびは、「新しい自分に生まれ変わる」「幸せな未来をつかむ」
というステキな意味を持っているのだそうです。
　へびが脱皮するように、新しい自分に出会える年になるとも
いわれています。
　今年は60年に一度巡ってくる巳年の年です。
　皆さまにとってもステキな年になりますように。

今月の表紙
馬見丘陵公園内にある梅林が見
事に花を咲かせています。
【撮影】
河合町フォトクラブ　所属 
穴闇在住　浅芝裕氏 

梅
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一 般 質 問

1. 緊急通報装置について
2.ノーベル平和賞受賞について

馬場千惠子　議員 7ページ

1. 奈良県域水道一体化について

杦本光清　議員 8ページ

1. 焼失した家屋について
2.住民サービスと安全安心について
3.使用されていない公共施設等の管理について

大西孝幸　議員 7ページ

1. 第二中学校トイレ改修工事について
2. 河合町での防災に対しての今後について

岡田康則　議員 6ページ

1. 過去の質問事項の進展について
2.委員会等の録画放映について
3. 感震ブレーカー設置推進について
4. 空き地の草刈りについて

佐藤利治　議員 8ページ

　
　

国
は
保
険
証
廃
止
を
強
行
し
た
。
国

保
、
後
期
高
齢
者
保
険
で
マ
イ
ナ
保
険
証

不
保
持
人
数
は
ど
う
か
。
後
期
高
齢
保
険

新
規
有
資
格
者
に
は
当
面
、
全
員
に
資
格

確
認
書
を
発
行
し
て
い
る
、
そ
の
根
拠
は
。

現
場
の
影
響
を
調
査
し
、
今
後
の
混
乱
を

避
け
る
た
め
、
保
険
者
の
職
権
で
可
能
な

資
格
確
認
書
を
全
て
の
被
保
険
者
に
交
付

す
る
準
備
を
し
て
は
ど
う
か
。
マ
イ
ナ
保

険
証
紐
付
け
の
解
除
方
法
は
ど
う
か
。

　
　

国
保
、
後
期
高
齢
保
険
の
マ
イ
ナ
保

険
証
不
保
持
者
、
被
保
険
者
７
４
０
７
人

中
、
２
６
５
２
人
、
約
36
％
。
新
規
後
期

高
齢
者
保
険
へ
の
全
員
資
格
確
認
書
職
権

発
行
は
厚
労
省
事
務
連
絡
に
よ
る
。
資
格

確
認
書
は
国
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
運
用
す

る
。
単
独
で
の
医
療
機
関
調
査
は
予
定
な

い
。
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
登
録
解
除
は
、

申
請
書
を
窓
口
に
備
え
て
い
る
。

（
福
祉
部
長
）

　
　

現
在
の
待
機
状
況
と
今
後
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。

　
　

現
在
の
待
機
児
童
は
、
ゼ
ロ
歳
児
２

名
、
１
歳
児
２
名
の
４
名
で
来
年
度
は
入

園
予
定
。
来
年
度
、
か
が
や
き
の
森
こ
ど

も
園
、
弾
力
要
件
を
ふ
ま
え
た
２
３
８
名

ま
で
受
入
れ
予
定
で
、
待
機
児
童
は
い
な

い
状
況
。
小
規
模
保
育
園
に
つ
い
て
県
と

協
議
を
し
な
が
ら
検
討
。

（
福
祉
部
長
）

　
　

9
月
定
例
会
で
町
有
地
「
穴
闇
１
３

５
ー
１
」
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
「
土
地

の
区
画
整
理
し
、
建
物
に
固
定
資
産
税
を

課
税
す
る
」、
森
川
町
長
個
人
と
し
て
、「
更

地
に
し
て
返
還
す
る
」
と
し
た
が
、
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。
町
有
地
の
無
断
占
有
は

不
動
産
侵
奪
罪
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い

か
。
町
と
し
て
の
対
応
経
過
は
。
国
の「
不

法
占
拠
財
産
取
扱
要
領
」
を
踏
ま
え
た
厳

し
い
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。
対
応
方

針
を
議
会
の
正
式
な
会
議
で
説
明
す
べ
き
。

　
　

当
該
土
地
固
定
資
産
税
は
遡
っ
て
課

税
す
る
。
土
地
に
つ
い
て
は
、
使
用
料
の

算
定
な
ど
精
査
し
て
い
く
。
大
蔵
省
の「
要

領
」
は
確
認
し
て
い
る
。「
不
動
産
侵
奪
罪
」

に
は
該
当
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。「
調
査

検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
、
一
定
の
時
期
に

報
告
す
る
。 

 

  

（
総
務
部
長
）

＊
森
川
町
長
か
ら
「
建
物
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
、
町
の
調
査
の
上
、
本
屋

と
ガ
レ
ー
ジ
分
の
納
付
書
が
送
ら
れ
て

き
て
、
５
年
分
す
で
に
支
払
っ
た
。
更

地
に
向
け
見
積
も
り
中
。
土
地
所
有
の

時
効
に
つ
い
て
は
援
用
す
る
気
は
な

い
。」
と
答
弁
さ
れ
た
。

問

問

答

答 問答

通告書事項

1.これからの公園の管理運営について

杦本貴司　議員 4ページ

1. スズメバチの巣の駆除等に関連して
2. 道路の拡幅等について
3. 適正かつ公平な課税について

中山義英　議員 5ページ

1. 町有地の管理について
2.保険証廃止への対応について
3.子育て支援、保育所待機児童について

坂本博道　議員 3ページ

1. 年間行事と庁内の情報共有について
2.働き方改革について
3. オーガニック給食について
4.子ども、高齢者の居場所づくりについて

梅野美智代　議員 5ページ

1. 河合町まちづくり自治基本条例について
　（令和 6年 6月定例議会一般質問継続質問）
2.ポケットサイン防災について
3.「こども110 番の家」事業の確認

常盤繁範　議員 4ページ

1. 河合町「人口推移」について（人口減少歯止策について）
2.不当要求から町職員を守る仕組について

長谷川伸一　議員 6ページ

町
有
地
の
管
理
に
つ
い
て

保
育
所
待
機
児
童
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て

議案第６７号「令和６年度河合町一般会計補正予算
について」
　森林環境基金積立金の用途について質疑があ
り、今年度に受けた譲与税を積み立てず、公民館
機能を旧第三小学校へ移転する際の設備費用にあ
てるとの答弁がありました。
　また、ごみ焼却施設の施設管理委託費や工事費
がなぜ、この時期に追加費用が発生するのかとの
質疑があり、当初予算においては、「山辺・県北西
部広域環境衛生組合」へのごみ搬入が始まる令和
７年１月分まで予算措置していたが、「まほろば環
境衛生組合」の中継施設整備工事に遅れが生じて
おり、令和７年１０月からの稼働となったため、令和
７年２月３月分の施設管理委託費及び焼却施設の
整備工事が必要となったとの答弁がありました。
〇全員賛成で可決

議案第７１号「河合町公民館設置条例の一部改正に
ついて」
　午前・午後・夜間で区分していた施設使用料金
が１時間単位となった理由について質疑があり、現
在の利用状況や利用者の要望にも、１時間単位で
の使用料金の方が利用しやすいと意見が多かった
ため、今回、町立公民館への移転に伴い料金改正
を行ったとの答弁がありました。
〇全員賛成で可決

議案第７２号「奈良県市町村総合事務組合規約の変
更について」
〇全員賛成で可決

総務文教常任委員会結果報告

議案第６８号「令和６年度 河合町後期高齢者医療制
度特別会計補正予算について」
　後期高齢者医療の保険料還付に伴う増額補正
で、補正額は13万円、対象者は18名。
〇結果　全員賛成で可決

議案第６９号「令和６年度 河合町水道事業会計補正
予算について」
　補正予算の内容は、人件費の不足及び支払利息
の不足に伴う増額補正。
　具体的には、人事異動に伴う手当等の増額及び
支払利息の利率の変更によるもの。支払利息に関
しては、令和5年度に「地方公共団体金融機構」よ
り借入れを行った12億3,370万円の起債に対し、
令和6年度当初予算の利息見込みを利率0.5％と
見込んでいたが、実際の借り入れ時の利率が0.8％
となったため、差額0.3%相当分が不足となったこ
とによるものである。

　補正額は481万2千円。
〇結果　全員賛成で可決

議案第７０号「令和６年度 河合町下水道事業会計補
正予算について」
　補正予算の内容は、人件費（正規職員2名分の
法定福利費退職手当負担金）の不足に伴う増額補
正で、補正額は107万3千円。
〇結果　全員賛成で可決

議案第７３号「奈良県葛城地区清掃事務組合規約の
変更について」
　変更内容は、2点。1点目、管理者は御所市長を
もって充てること。2点目、副管理者は、運営協議
会において、御所市以外の組合市町の長の中から
互選とすること。

〇結果　全員賛成で可決

厚生建設常任委員会結果報告
坂本　博道
議員

さか もと        ひろ みち

 河合町議会令和６年第４回（12月）定例会
11月29日(金)議会運営委員会 
12月  6日(金)議会運営委員会
　　　　　　 本会議(初日)
12月10日(火)一般質問

10時00分
9時30分
10時00分
9時30分

12月11日(水)一般質問
12月12日(木)総務文教常任委員会
　　　　　　 厚生建設常任委員会
12月18日(水)議会運営委員会
　　　　　　 本会議(最終日)

9時30分
10時00分
13時30分
9時30分
10時00分

議会の動き

　　2025 年 2 月号  河合町議会だより 2

02-河合町議会�よりNO11.indd   202-河合町議会�よりNO11.indd   2 2025/01/09   16:532025/01/09   16:53



一 般 質 問

1. 緊急通報装置について
2.ノーベル平和賞受賞について

馬場千惠子　議員 7ページ

1. 奈良県域水道一体化について

杦本光清　議員 8ページ

1. 焼失した家屋について
2.住民サービスと安全安心について
3.使用されていない公共施設等の管理について

大西孝幸　議員 7ページ

1. 第二中学校トイレ改修工事について
2. 河合町での防災に対しての今後について

岡田康則　議員 6ページ

1. 過去の質問事項の進展について
2.委員会等の録画放映について
3. 感震ブレーカー設置推進について
4. 空き地の草刈りについて

佐藤利治　議員 8ページ

　
　

国
は
保
険
証
廃
止
を
強
行
し
た
。
国

保
、
後
期
高
齢
者
保
険
で
マ
イ
ナ
保
険
証

不
保
持
人
数
は
ど
う
か
。
後
期
高
齢
保
険

新
規
有
資
格
者
に
は
当
面
、
全
員
に
資
格

確
認
書
を
発
行
し
て
い
る
、
そ
の
根
拠
は
。

現
場
の
影
響
を
調
査
し
、
今
後
の
混
乱
を

避
け
る
た
め
、
保
険
者
の
職
権
で
可
能
な

資
格
確
認
書
を
全
て
の
被
保
険
者
に
交
付

す
る
準
備
を
し
て
は
ど
う
か
。
マ
イ
ナ
保

険
証
紐
付
け
の
解
除
方
法
は
ど
う
か
。

　
　

国
保
、
後
期
高
齢
保
険
の
マ
イ
ナ
保

険
証
不
保
持
者
、
被
保
険
者
７
，
４
０
７

人
中
、
２
，
６
５
２
人
、
約
36
％
。
新
規

後
期
高
齢
者
保
険
へ
の
全
員
資
格
確
認
書

職
権
発
行
は
厚
労
省
事
務
連
絡
に
よ
る
。

資
格
確
認
書
は
国
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
運

用
す
る
。
単
独
で
の
医
療
機
関
調
査
は
予

定
な
い
。
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
登
録
解
除

は
、
申
請
書
を
窓
口
に
備
え
て
い
る
。

（
福
祉
部
長
）

　
　

現
在
の
待
機
状
況
と
今
後
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。

　
　

現
在
の
待
機
児
童
は
、
ゼ
ロ
歳
児
２

名
、
１
歳
児
２
名
の
４
名
で
来
年
度
は
入

園
予
定
。
来
年
度
、
か
が
や
き
の
森
こ
ど

も
園
、
弾
力
要
件
を
ふ
ま
え
た
２
３
８
名

ま
で
受
入
れ
予
定
で
、
待
機
児
童
は
い
な

い
状
況
。
小
規
模
保
育
園
に
つ
い
て
県
と

協
議
を
し
な
が
ら
検
討
。

（
福
祉
部
長
）

　
　

9
月
定
例
会
で
町
有
地
「
穴
闇
１
３

５
ー
１
」
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
「
土
地

の
区
画
整
理
し
、
建
物
に
固
定
資
産
税
を

課
税
す
る
」、
森
川
町
長
個
人
と
し
て
、「
更

地
に
し
て
返
還
す
る
」
と
し
た
が
、
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。
町
有
地
の
無
断
占
有
は

不
動
産
侵
奪
罪
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い

か
。
町
と
し
て
の
対
応
経
過
は
。
国
の「
不

法
占
拠
財
産
取
扱
要
領
」
を
踏
ま
え
た
厳

し
い
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。
対
応
方

針
を
議
会
の
正
式
な
会
議
で
説
明
す
べ
き
。

　
　

当
該
土
地
固
定
資
産
税
は
遡
っ
て
課

税
す
る
。
土
地
に
つ
い
て
は
、
使
用
料
の

算
定
な
ど
精
査
し
て
い
く
。
大
蔵
省
の「
要

領
」
は
確
認
し
て
い
る
。「
不
動
産
侵
奪
罪
」

に
は
該
当
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。「
調
査

検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
、
一
定
の
時
期
に

報
告
す
る
。 

 

  

（
総
務
部
長
）

＊
森
川
町
長
か
ら
「
建
物
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
、
町
の
調
査
の
上
、
本
屋

と
ガ
レ
ー
ジ
分
の
納
付
書
が
送
ら
れ
て

き
て
、
５
年
分
す
で
に
支
払
っ
た
。
更

地
に
向
け
見
積
も
り
中
。
土
地
所
有
の

時
効
に
つ
い
て
は
援
用
す
る
気
は
な

い
。」
と
答
弁
さ
れ
た
。

問

問

答

答 問答

通告書事項

1.これからの公園の管理運営について

杦本貴司　議員 4ページ

1. スズメバチの巣の駆除等に関連して
2. 道路の拡幅等について
3. 適正かつ公平な課税について

中山義英　議員 5ページ

1. 町有地の管理について
2.保険証廃止への対応について
3.子育て支援、保育所待機児童について

坂本博道　議員 3ページ

1. 年間行事と庁内の情報共有について
2.働き方改革について
3. オーガニック給食について
4.子ども、高齢者の居場所づくりについて

梅野美智代　議員 5ページ

1. 河合町まちづくり自治基本条例について
　（令和 6年 6月定例議会一般質問継続質問）
2.ポケットサイン防災について
3.「こども110 番の家」事業の確認

常盤繁範　議員 4ページ

1. 河合町「人口推移」について（人口減少歯止策について）
2.不当要求から町職員を守る仕組について

長谷川伸一　議員 6ページ

町
有
地
の
管
理
に
つ
い
て

保
育
所
待
機
児
童
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
証
の
廃
止
に
つ
い
て

議案第６７号「令和６年度河合町一般会計補正予算
について」
　森林環境基金積立金の用途について質疑があ
り、今年度に受けた譲与税を積み立てず、公民館
機能を旧第三小学校へ移転する際の設備費用にあ
てるとの答弁がありました。
　また、ごみ焼却施設の施設管理委託費や工事費
がなぜ、この時期に追加費用が発生するのかとの
質疑があり、当初予算においては、「山辺・県北西
部広域環境衛生組合」へのごみ搬入が始まる令和
７年１月分まで予算措置していたが、「まほろば環
境衛生組合」の中継施設整備工事に遅れが生じて
おり、令和７年１０月からの稼働となったため、令和
７年２月３月分の施設管理委託費及び焼却施設の
整備工事が必要となったとの答弁がありました。
〇全員賛成で可決

議案第７１号「河合町公民館設置条例の一部改正に
ついて」
　午前・午後・夜間で区分していた施設使用料金
が１時間単位となった理由について質疑があり、現
在の利用状況や利用者の要望にも、１時間単位で
の使用料金の方が利用しやすいと意見が多かった
ため、今回、町立公民館への移転に伴い料金改正
を行ったとの答弁がありました。
〇全員賛成で可決

議案第７２号「奈良県市町村総合事務組合規約の変
更について」
〇全員賛成で可決

総務文教常任委員会結果報告

議案第６８号「令和６年度 河合町後期高齢者医療制
度特別会計補正予算について」
　後期高齢者医療の保険料還付に伴う増額補正
で、補正額は13万円、対象者は18名。
〇結果　全員賛成で可決

議案第６９号「令和６年度 河合町水道事業会計補正
予算について」
　補正予算の内容は、人件費の不足及び支払利息
の不足に伴う増額補正。
　具体的には、人事異動に伴う手当等の増額及び
支払利息の利率の変更によるもの。支払利息に関
しては、令和5年度に「地方公共団体金融機構」よ
り借入れを行った12億3,370万円の起債に対し、
令和6年度当初予算の利息見込みを利率0.5％と
見込んでいたが、実際の借り入れ時の利率が0.8％
となったため、差額0.3%相当分が不足となったこ
とによるものである。

　補正額は481万2千円。
〇結果　全員賛成で可決

議案第７０号「令和６年度 河合町下水道事業会計補
正予算について」
　補正予算の内容は、人件費（正規職員2名分の
法定福利費退職手当負担金）の不足に伴う増額補
正で、補正額は107万3千円。
〇結果　全員賛成で可決

議案第７３号「奈良県葛城地区清掃事務組合規約の
変更について」
　変更内容は、2点。1点目、管理者は御所市長を
もって充てること。2点目、副管理者は、運営協議
会において、御所市以外の組合市町の長の中から
互選とすること。
〇結果　全員賛成で可決

厚生建設常任委員会結果報告
坂本　博道
議員

さか もと        ひろ みち

 河合町議会令和６年第４回（12月）定例会
11月29日(金)議会運営委員会 
12月  6日(金)議会運営委員会
　　　　　　 本会議(初日)
12月10日(火)一般質問

10時00分
9時30分
10時00分
9時30分

12月11日(水)一般質問
12月12日(木)総務文教常任委員会
　　　　　　 厚生建設常任委員会
12月18日(水)議会運営委員会
　　　　　　 本会議(最終日)

9時30分
10時00分
13時30分
9時30分
10時00分

議会の動き

　　2025 年 2 月号  河合町議会だより3
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梅野　美智代
議員

うめ   の            み    ち    よ

幅
員
3
ｍ
未
満
の
生
活
用
道
路
の
整
備
計

画
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

整
備
計
画
は
な
い
が
、
側
溝
へ
の
蓋

か
け
な
ど
状
況
に
応
じ
た
対
策
の
必
要
性

は
考
え
て
い
る
。（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

令
和
6
年
度
中
に
、
佐
味
田
の
住
民

を
対
象
と
し
た
地
元
説
明
会
の
開
催
に
つ

い
て
。

　
　

別
件
で
地
元
説
明
会
を
行
う
際
に
は
、

住
民
の
意
見
・
要
望
等
の
意
向
確
認
を
す

る
た
め
の
地
元
説
明
会
は
必
要
と
考
え
て

い
る
。　
　
　

  

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

町
長
の
実
家
の
家
屋
に
係
る
固
定
資

産
税
が
、
50
年
以
上
課
税
漏
れ
に
な
っ
て

い
る
事
が
判
明
し
た
。
土
地
・
家
屋
に
係

る
固
定
資
産
税
は
、
所
有
者
に
申
告
義
務

は
な
く
、
市
町
村
が
一
方
的
に
固
定
資
産

税
を
課
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
法

律
で
は
規
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
課
税

漏
れ
は
、
町
の
課
税
ミ
ス
か
、
そ
れ
と
も
、

意
図
的
に
税
金
を
課
税
し
な
か
っ
た
課
税

権
の
放
棄
か
。

　
　

課
税
ミ
ス
で
あ
る
。 

  

（
総
務
部
長
）

　
　

他
に
も
課
税
漏
れ
に
な
っ
て
い
る
家

屋
が
考
え
ら
れ
る
が
、
再
調
査
は
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
　

現
在
、
町
内
の
全
て
の
家
屋
に
つ
い

て
、
課
税
漏
れ
の
調
査
中
で
あ
る
。

（
総
務
部
長
）

　
　

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
に

必
要
な
事
は
何
か
。

　
　

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
適
正
か
つ
公

平
な
事
務
執
行
と
服
務
義
務
規
律
の
保
持

を
徹
底
す
る
事
。  

　

  

（
副
町
長
）

　
　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
被
害
か
ら
住
民
の
生

活
を
守
る
た
め
、
県
内
の
17
市
町
村
で
は

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
費
用
の
2
分
の

1
で
、
5
，
0
0
0
円
か
ら
1
5
，
0
0
0

円
を
上
限
と
し
た
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て

い
る
。
河
合
町
に
補
助
金
制
度
は
な
い
が
、

王
寺
町
で
は
1
万
円
、
広
陵
町
で
は
1
万

2
千
円
を
上
限
と
し
て
、
補
助
金
が
交
付

さ
れ
て
い
る
。
同
じ
町
役
場
で
あ
り
な
が

ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
出
る
の
は
お

か
し
い
。
河
合
町
も
補
助
金
制
度
を
設
け

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
増
え
て
い
る
事
、

ま
た
、
県
内
で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る

市
町
村
が
あ
る
事
も
踏
ま
え
、
上
限
1
万

円
を
ベ
ー
ス
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
生
活
環
境
部
次
長
）

　
　

町
内
で
は
、
救
急
車
や
消
防
車
な
ど

の
緊
急
用
車
両
が
通
行
で
き
な
い
道
路
幅

員
3
ｍ
未
満
の
町
道
箇
所
が
2
3
0
箇
所

あ
り
、
佐
味
田
・
大
輪
田
・
城
内
地
区
が

多
い
状
況
で
あ
る
。
近
年
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
世
帯
が
増
え
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
緊
急
用
車
両
が
通
行
で
き
な
い
地

域
で
は
、
助
か
る
命
も
助
か
ら
ず
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
な
い
上
に
、
若
い

世
代
の
定
住
も
望
め
な
い
。
町
は
、
道
路

　
　

③
無
し
。

　
　

④
精
神
的
不
調
に
よ
る
休
職
者
数
。

　
　

④
令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度
は
４
名
、

３
名
、
４
名
。

　
　

⑤
会
計
年
度
職
員
の
部
署
ご
と
の
人
数
。

　
　

⑤
議
会
事
務
局
2
名
、
総
務
部
22
名
、

福
祉
部
52
名
、
生
活
環
境
部
５
名
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
部
８
名
、
教
育
推
進
部
48
名
。

　
　

⑥
労
働
環
境
改
善
に
向
け
た
取
組
み
は
。

　
　

⑥
夏
季
休
暇
使
用
期
間
拡
大
、
子
育
て

世
代
の
育
児
短
時
間
勤
務
、
早
出
遅
出
勤
務
、

子
の
看
護
休
暇
の
拡
大
等
、
制
度
改
正
を
行

い
ま
し
た
。 

 

　
（
総
務
部
長
）

　
　

導
入
に
つ
い
て
、
町
の
見
解
は
。

　
　

様
々
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
検
討
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

①
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
含
む
旧

第
三
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
と
計
画
は
。

　
　

①
第
一
期
工
事
（
体
育
館
等
）
は
完
了
、

第
二
期
工
事
（
中
央
公
民
館
機
能
）
は
今
年

度
に
完
了
予
定
、
第
三
期
工
事
（
中
央
と
北

側
の
旧
校
舎
）
は
町
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え

計
画
を
一
旦
中
止
し
て
い
ま
す
。　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

②
子
ど
も
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
の
町
の
考
え
。

　
　

②
不
登
校
の
児
童
生
徒
に
配
慮
し
た
居

場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
、
他
町
に
視
察
に
行

き
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
教
育
振
興
部
長
）

※
そ
の
他
に
、
団
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

場
所
以
外
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　
　

①
昨
年
度
、
今
年
度
と
行
事
が
重
な
り

片
方
し
か
参
加
で
き
ず
町
民
に
迷
惑
を
か
け

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
を
諦
め
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
事
は
極
力
避
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
部
署
横
断
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
等
の

開
催
日
時
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　
　

①
イ
ベ
ン
ト
等
の
行
事
や
管
理
は
重
な

ら
な
い
様
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
も
極
力
重
複
し
な
い
よ
う
さ

ら
に
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
（
副
町
長
）

　
　

②
年
間
行
事
予
定
は
町
民
に
示
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
広
報
等
で
周
知
し
て
頂
き
た
い
。

　
　

②
年
度
初
め
に
確
定
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
や
会
議
を
総
代
自
治
会
長
会
で
示
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
す
。  

　
（
総
務
部
長
）

　
　

①
過
去
５
年
間
に
お
け
る
正
規
職
員
の

平
均
時
間
外
勤
務
と
そ
れ
を
上
回
る
部
署
数
。

　
　

①
令
和
元
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
順
に

1
0
6
時
間
、
65
時
間
、
86
時
間
、
96
時
間
、

1
0
9
時
間
。
平
均
時
間
外
勤
務
を
上
回
る

部
署
数
は
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
順
に
９
部
署
、10
部
署
、12
部
署
、12
部
署
、

10
部
署
。

　
　

②
年
次
有
給
休
暇
取
得
の
全
国
市
町
村

平
均
と
本
町
と
の
比
較
。

　
　

②
令
和
４
年
度
12
日
、
本
町
12
・
２
日
。

　
　

③
男
性
の
育
児
休
業
及
び
育
児
休
暇
取

得
数
。

問問

問問 問問問

問問問

答 問

問問問問

問

答答答答

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
等
に
関
連
し
て

道
路
の
拡
幅
等
に
つ
い
て

適
正
か
つ
公
平
な
課
税
に
つ
い
て

答答答答答答答 問

年
間
行
事
と
庁
内
の
情
報
共
有
に
つ
い
て

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ
い
て

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

子
ど
も
、高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て

方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
公
園
に
車
や
自

転
車
な
ど
の
車
両
が
出
入
り
す
る
坂
路
に

つ
い
て
は
凸
凹
で
、
危
険
な
状
況
で
す
。

今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ

い
。

　
　

中
山
田
池
公
園
の
車
両
が
出
入
す
る

坂
路
は
、
劣
化
や
損
傷
が
著
し
く
、
車
両

だ
け
で
な
く
歩
行
者
も
通
行
さ
れ
、
早
急

に
修
繕
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
整
備
計

画
に
基
づ
き
令
和
7
年
度
に
修
繕
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。（

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

先
日
、
河
合
町
の
魅
力
で
あ
る
馬
見

丘
陵
公
園
の
自
然
を
活
か
し
、
子
ど
も
と

自
然
の
繋
が
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
奈
良

子
ど
も
自
然
フ
ェ
ス
タ
」
が
町
の
後
援
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
馬
見
丘

陵
公
園
と
隣
接
す
る
「
か
が
や
き
の
森
こ

ど
も
園
」の
立
地
を
活
か
し
た「
自
然
保
育
」

に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
「
か
が
や
き
の
森
こ
ど
も
園
」
で
は
、

近
く
に
馬
見
丘
陵
公
園
の
あ
る
立
地
を
活

か
し
、
四
季
折
々
で
公
園
に
散
歩
に
で
か

け
、
興
味
を
持
っ
た
植
物
を
図
鑑
で
調
べ

た
り
、
花
や
ド
ン
グ
リ
を
持
ち
帰
り
作
品

づ
く
り
に
取
り
組
む
な
ど
、
自
然
に
触
れ

る
機
会
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
公
園
の
魅
力

を
活
か
し
た
「
自
然
保
育
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

（
福
祉
部
長
）

町
内
の
公
園
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て

　
　
「
近
鉄
大
輪
田
駅
前
広
場
」
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、

役
場
の
方
と
協
働
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎

え
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
情
、
駅
か
ら
通

勤
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
感
謝
、
そ
し
て
地

域
の
み
な
さ
ん
の
安
心
を
願
っ
て
企
画
・

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
町
内
の
公
園

な
ど
の
運
営
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

今
回
の
「
大
輪
田
駅
前
広
場
」
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
住
民
の
方
か
ら
ご
好
評
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
役
場
と
し
ま
し
て
は
、
町
内

の
公
園
な
ど
の
運
営
に
お
き
ま
し
て
、
今

後
も
住
民
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
「
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
」
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　
「
中
山
田
池
公
園
」
の
整
備
を
計
画
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、「
中
山
田
池
公

園
」
は
散
歩
や
テ
ニ
ス
等
で
利
用
さ
れ
る

答 問

問

問

答答

「
近
鉄
大
輪
田
駅
前
広
場
」の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

馬
見
丘
陵
公
園
の
魅
力
を

活
か
し
た「
自
然
保
育
」に
つ
い
て

「
中
山
田
池
公
園
」の
整
備
計
画

に
つ
い
て

会
生
涯
学
習
課
よ
り
、
総
代
自
治
会
協
議

会
定
例
会
で
趣
旨
の
ご
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
教
育
振
興
部
長
）

　
　

奈
良
県
警
察
本
部
が
掲
げ
る
「
学
校

周
辺
の
安
全
な
環
境
整
備
」
と
「
地
域
に

お
け
る
見
守
り
活
動
の
推
進
方
針
に
基
づ

く
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
に
対
す
る
支

援
事
業
」
を
推
進
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　①

加
入
参
画
世
帯
リ
ス
ト
は
保
管
し
て
い

る
も
の
の
、細
か
な
実
態
把
握
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

②
教
職
員
に
対
す
る
研
修
等
の
実
施
ま
で

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

③
定
期
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
連
絡

協
議
会
開
催
に
つ
い
て
、
過
去
一
度
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
し

た
も
の
の
、
以
降
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

④
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
不
審
者
情
報
の
提

供
に
つ
い
て
、
平
成
14
年
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
し
た
も
の
の
、
更
新
や
周
知
徹

底
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

総
じ
て
、
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
状
況
で
す
。

（
教
育
委
員
会
教
育
振
興
部
長
）

　
　

何
の
た
め
に
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
総
代
自

治
会
が
協
力
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
状

況
で
す
。
年
度
毎
に
推
進
す
べ
き
で
す
。

　
　

加
入
者
の
理
解
や
増
加
を
念
頭
に
き

ち
ん
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
教
育
振
興
部
長
）

「
河
合
町
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
に
つ

い
て
」

「
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ン
防
災
に
つ
い
て
」

質
問
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
が
実
施
し
て
い
る
加
入
世
帯
に

対
す
る
、
確
認
手
続
き
に
不
明
瞭
な
点
が

あ
り
ま
し
た
。

　

奈
良
県
警
察
本
部
方
針
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
支
援
内
容
に
つ
い
て
、「
市
町
村
教

育
委
員
会
と
連
携
し
、
市
町
村
の
生
活
安

全
推
進
協
議
会
、
教
育
委
員
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や

事
務
所
等
が
活
動
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
、

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
実
態
把
握
を
進

め
る
と
と
も
に
、
活
動
主
体
は
こ
の
事
業

の
受
託
者
に
対
し
て
、
児
童
生
徒
が
駆
け

込
ん
で
き
た
際
の
対
応
が
適
切
に
行
え
る

よ
う
に
、
定
期
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
や
連
絡
会
議
の
開
催
等
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
、
こ
の
活
動
を
支
援
し
、
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
不

審
者
情
報
等
の
提
供
を
推
進
し
ま
す
。」
と

あ
り
ま
し
た
。

　
　

加
入
世
帯
の
リ
ス
ト
は
、
ど
こ
で
管

理
し
て
い
る
か
。

　
　

各
公
立
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
集
約
し
、
整
理

し
て
各
公
立
校
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
に
配
布
が
あ
り
、
三
者
で
共
有
保
管
し

て
お
り
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
教
育
振
興
部
長
）

　
　

ど
の
よ
う
に
総
代
自
治
会
長
会
へ
意

向
確
認
し
て
い
る
か
。

　
　

各
公
立
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
依
頼
文
を
配

布
し
、
意
向
確
認
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
第
二
、
第
三
小
学
校

の
統
合
前
、
令
和
二
年
二
月
に
教
育
委
員

問問 「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」事
業
確
認

そ
の
他
に

答答

問問 答答

常盤　繁範
議員

  ときわ            しげ のり

杦本　貴司
議員

すぎもと            たかし

中山　義英
議員

なか やま        よし ひで

答答答答答
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梅野　美智代
議員

うめ   の            み    ち    よ

幅
員
3
ｍ
未
満
の
生
活
用
道
路
の
整
備
計

画
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

整
備
計
画
は
な
い
が
、
側
溝
へ
の
蓋

か
け
な
ど
状
況
に
応
じ
た
対
策
の
必
要
性

は
考
え
て
い
る
。（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

令
和
6
年
度
中
に
、
佐
味
田
の
住
民

を
対
象
と
し
た
地
元
説
明
会
の
開
催
に
つ

い
て
。

　
　

別
件
で
地
元
説
明
会
を
行
う
際
に
は
、

住
民
の
意
見
・
要
望
等
の
意
向
確
認
を
す

る
た
め
の
地
元
説
明
会
は
必
要
と
考
え
て

い
る
。　
　
　

  

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

町
長
の
実
家
の
家
屋
に
係
る
固
定
資

産
税
が
、
50
年
以
上
課
税
漏
れ
に
な
っ
て

い
る
事
が
判
明
し
た
。
土
地
・
家
屋
に
係

る
固
定
資
産
税
は
、
所
有
者
に
申
告
義
務

は
な
く
、
市
町
村
が
一
方
的
に
固
定
資
産

税
を
課
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
法

律
で
は
規
定
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
課
税

漏
れ
は
、
町
の
課
税
ミ
ス
か
、
そ
れ
と
も
、

意
図
的
に
税
金
を
課
税
し
な
か
っ
た
課
税

権
の
放
棄
か
。

　
　

課
税
ミ
ス
で
あ
る
。 

  

（
総
務
部
長
）

　
　

他
に
も
課
税
漏
れ
に
な
っ
て
い
る
家

屋
が
考
え
ら
れ
る
が
、
再
調
査
は
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
　

現
在
、
町
内
の
全
て
の
家
屋
に
つ
い

て
、
課
税
漏
れ
の
調
査
中
で
あ
る
。

（
総
務
部
長
）

　
　

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
に

必
要
な
事
は
何
か
。

　
　

前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
適
正
か
つ
公

平
な
事
務
執
行
と
服
務
義
務
規
律
の
保
持

を
徹
底
す
る
事
。  

　

  

（
副
町
長
）

　
　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
被
害
か
ら
住
民
の
生

活
を
守
る
た
め
、
県
内
の
17
市
町
村
で
は

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
費
用
の
2
分
の

1
で
、
5
，
0
0
0
円
か
ら
1
5
，
0
0
0

円
を
上
限
と
し
た
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て

い
る
。
河
合
町
に
補
助
金
制
度
は
な
い
が
、

王
寺
町
で
は
1
万
円
、
広
陵
町
で
は
1
万

2
千
円
を
上
限
と
し
て
、
補
助
金
が
交
付

さ
れ
て
い
る
。
同
じ
町
役
場
で
あ
り
な
が

ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
出
る
の
は
お

か
し
い
。
河
合
町
も
補
助
金
制
度
を
設
け

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
が
増
え
て
い
る
事
、

ま
た
、
県
内
で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る

市
町
村
が
あ
る
事
も
踏
ま
え
、
上
限
1
万

円
を
ベ
ー
ス
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
生
活
環
境
部
次
長
）

　
　

町
内
で
は
、
救
急
車
や
消
防
車
な
ど

の
緊
急
用
車
両
が
通
行
で
き
な
い
道
路
幅

員
3
ｍ
未
満
の
町
道
箇
所
が
2
3
0
箇
所

あ
り
、
佐
味
田
・
大
輪
田
・
城
内
地
区
が

多
い
状
況
で
あ
る
。
近
年
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
世
帯
が
増
え
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
緊
急
用
車
両
が
通
行
で
き
な
い
地

域
で
は
、
助
か
る
命
も
助
か
ら
ず
、
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
な
い
上
に
、
若
い

世
代
の
定
住
も
望
め
な
い
。
町
は
、
道
路

　
　

③
無
し
。

　
　

④
精
神
的
不
調
に
よ
る
休
職
者
数
。

　
　

④
令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度
は
４
名
、

３
名
、
４
名
。

　
　

⑤
会
計
年
度
職
員
の
部
署
ご
と
の
人
数
。

　
　

⑤
議
会
事
務
局
2
名
、
総
務
部
22
名
、

福
祉
部
52
名
、
生
活
環
境
部
５
名
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
部
８
名
、
教
育
推
進
部
48
名
。

　
　

⑥
労
働
環
境
改
善
に
向
け
た
取
組
み
は
。

　
　

⑥
夏
季
休
暇
使
用
期
間
拡
大
、
子
育
て

世
代
の
育
児
短
時
間
勤
務
、
早
出
遅
出
勤
務
、

子
の
看
護
休
暇
の
拡
大
等
、
制
度
改
正
を
行

い
ま
し
た
。 

 

　
（
総
務
部
長
）

　
　

導
入
に
つ
い
て
、
町
の
見
解
は
。

　
　

様
々
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
検
討
し
て

い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

①
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
含
む
旧

第
三
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
と
計
画
は
。

　
　

①
第
一
期
工
事
（
体
育
館
等
）
は
完
了
、

第
二
期
工
事
（
中
央
公
民
館
機
能
）
は
今
年

度
に
完
了
予
定
、
第
三
期
工
事
（
中
央
と
北

側
の
旧
校
舎
）
は
町
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え

計
画
を
一
旦
中
止
し
て
い
ま
す
。　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

②
子
ど
も
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
の
町
の
考
え
。

　
　

②
不
登
校
の
児
童
生
徒
に
配
慮
し
た
居

場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
、
他
町
に
視
察
に
行

き
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
教
育
振
興
部
長
）

※
そ
の
他
に
、
団
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

場
所
以
外
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　
　

①
昨
年
度
、
今
年
度
と
町
の
行
事
が
重

な
り
ど
ち
ら
か
一
方
し
か
参
加
で
き
な
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
参
加
し
た
く
て
も
参
加

で
き
な
い
と
い
う
声
を
住
民
の
方
か
ら
聞
い

て
い
ま
す
。
部
署
横
断
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
会

議
等
の
開
催
日
時
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
等
の
行
事
や
管
理
は
重
な
ら

な
い
様
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
も
極
力
重
複
し
な
い
よ
う
さ
ら

に
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
（
副
町
長
）

　
　

②
年
間
行
事
予
定
は
町
民
に
示
さ
れ
て

い
ま
す
か
。
広
報
等
で
周
知
し
て
頂
き
た
い
。

　
　

②
年
度
初
め
に
確
定
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
や
会
議
を
総
代
自
治
会
長
会
で
示
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
す
。  

　
（
総
務
部
長
）

　
　

①
過
去
５
年
間
に
お
け
る
正
規
職
員
の

平
均
時
間
外
勤
務
と
そ
れ
を
上
回
る
部
署
数
。

　
　

①
令
和
元
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
順
に

1
0
6
時
間
、
65
時
間
、
86
時
間
、
96
時
間
、

1
0
9
時
間
。
平
均
時
間
外
勤
務
を
上
回
る

部
署
数
は
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
順
に
９
部
署
、10
部
署
、12
部
署
、12
部
署
、

10
部
署
。

　
　

②
年
次
有
給
休
暇
取
得
の
全
国
市
町
村

平
均
と
本
町
と
の
比
較
。

　
　

②
令
和
４
年
度
12
日
、
本
町
12
・
２
日
。

　
　

③
男
性
の
育
児
休
業
及
び
育
児
休
暇
取

得
数
。

問問

問問 問問問

問問問

答 問

問問問問

問

答答答答

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
等
に
関
連
し
て

道
路
の
拡
幅
等
に
つ
い
て

適
正
か
つ
公
平
な
課
税
に
つ
い
て

答答答答答答答 問

年
間
行
事
と
庁
内
の
情
報
共
有
に
つ
い
て

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ
い
て

働
き
方
改
革
に
つ
い
て

子
ど
も
、高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て

方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
公
園
に
車
や
自

転
車
な
ど
の
車
両
が
出
入
り
す
る
坂
路
に

つ
い
て
は
凸
凹
で
、
危
険
な
状
況
で
す
。

今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ

い
。

　
　

中
山
田
池
公
園
の
車
両
が
出
入
す
る

坂
路
は
、
劣
化
や
損
傷
が
著
し
く
、
車
両

だ
け
で
な
く
歩
行
者
も
通
行
さ
れ
、
早
急

に
修
繕
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
整
備
計

画
に
基
づ
き
令
和
7
年
度
に
修
繕
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。（

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

先
日
、
河
合
町
の
魅
力
で
あ
る
馬
見

丘
陵
公
園
の
自
然
を
活
か
し
、
子
ど
も
と

自
然
の
繋
が
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
奈
良

子
ど
も
自
然
フ
ェ
ス
タ
」
が
町
の
後
援
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
馬
見
丘

陵
公
園
と
隣
接
す
る
「
か
が
や
き
の
森
こ

ど
も
園
」の
立
地
を
活
か
し
た「
自
然
保
育
」

に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
「
か
が
や
き
の
森
こ
ど
も
園
」
で
は
、

近
く
に
馬
見
丘
陵
公
園
の
あ
る
立
地
を
活

か
し
、
四
季
折
々
で
公
園
に
散
歩
に
で
か

け
、
興
味
を
持
っ
た
植
物
を
図
鑑
で
調
べ

た
り
、
花
や
ド
ン
グ
リ
を
持
ち
帰
り
作
品

づ
く
り
に
取
り
組
む
な
ど
、
自
然
に
触
れ

る
機
会
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
公
園
の
魅
力

を
活
か
し
た
「
自
然
保
育
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

（
福
祉
部
長
）

町
内
の
公
園
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て

　
　
「
近
鉄
大
輪
田
駅
前
広
場
」
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、

役
場
の
方
と
協
働
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎

え
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
情
、
駅
か
ら
通

勤
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
感
謝
、
そ
し
て
地

域
の
み
な
さ
ん
の
安
心
を
願
っ
て
企
画
・

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
町
内
の
公
園

な
ど
の
運
営
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　

今
回
の
「
大
輪
田
駅
前
広
場
」
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
住
民
の
方
か
ら
ご
好
評
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
役
場
と
し
ま
し
て
は
、
町
内

の
公
園
な
ど
の
運
営
に
お
き
ま
し
て
、
今

後
も
住
民
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
な

が
ら
「
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
」
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　
「
中
山
田
池
公
園
」
の
整
備
を
計
画
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、「
中
山
田
池
公

園
」
は
散
歩
や
テ
ニ
ス
等
で
利
用
さ
れ
る

答 問

問

問

答答

「
近
鉄
大
輪
田
駅
前
広
場
」の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

馬
見
丘
陵
公
園
の
魅
力
を

活
か
し
た「
自
然
保
育
」に
つ
い
て

「
中
山
田
池
公
園
」の
整
備
計
画

に
つ
い
て

会
生
涯
学
習
課
よ
り
、
総
代
自
治
会
協
議

会
定
例
会
で
趣
旨
の
ご
説
明
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
教
育
振
興
部
長
）

　
　

奈
良
県
警
察
本
部
が
掲
げ
る
「
学
校

周
辺
の
安
全
な
環
境
整
備
」
と
「
地
域
に

お
け
る
見
守
り
活
動
の
推
進
方
針
に
基
づ

く
、
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
に
対
す
る
支

援
事
業
」
を
推
進
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　①

加
入
参
画
世
帯
リ
ス
ト
は
保
管
し
て
い

る
も
の
の
、細
か
な
実
態
把
握
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

②
教
職
員
に
対
す
る
研
修
等
の
実
施
ま
で

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

③
定
期
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
連
絡

協
議
会
開
催
に
つ
い
て
、
過
去
一
度
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
や
Ｈ
Ｐ
に
ア
ッ
プ
し

た
も
の
の
、
以
降
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

④
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
不
審
者
情
報
の
提

供
に
つ
い
て
、
平
成
14
年
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
し
た
も
の
の
、
更
新
や
周
知
徹

底
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

総
じ
て
、
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
状
況
で
す
。

（
教
育
委
員
会
教
育
振
興
部
長
）

　
　

何
の
た
め
に
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
総
代
自

治
会
が
協
力
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
状

況
で
す
。
年
度
毎
に
推
進
す
べ
き
で
す
。

　
　

加
入
者
の
理
解
や
増
加
を
念
頭
に
き

ち
ん
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
教
育
振
興
部
長
）

「
河
合
町
ま
ち
づ
く
り
自
治
基
本
条
例
に
つ

い
て
」

「
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ン
防
災
に
つ
い
て
」

質
問
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
が
実
施
し
て
い
る
加
入
世
帯
に

対
す
る
、
確
認
手
続
き
に
不
明
瞭
な
点
が

あ
り
ま
し
た
。

　

奈
良
県
警
察
本
部
方
針
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
支
援
内
容
に
つ
い
て
、「
市
町
村
教

育
委
員
会
と
連
携
し
、
市
町
村
の
生
活
安

全
推
進
協
議
会
、
教
育
委
員
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や

事
務
所
等
が
活
動
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
、

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
実
態
把
握
を
進

め
る
と
と
も
に
、
活
動
主
体
は
こ
の
事
業

の
受
託
者
に
対
し
て
、
児
童
生
徒
が
駆
け

込
ん
で
き
た
際
の
対
応
が
適
切
に
行
え
る

よ
う
に
、
定
期
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
や
連
絡
会
議
の
開
催
等
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
、
こ
の
活
動
を
支
援
し
、
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
不

審
者
情
報
等
の
提
供
を
推
進
し
ま
す
。」
と

あ
り
ま
し
た
。

　
　

加
入
世
帯
の
リ
ス
ト
は
、
ど
こ
で
管

理
し
て
い
る
か
。

　
　

各
公
立
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
集
約
し
、
整
理

し
て
各
公
立
校
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
に
配
布
が
あ
り
、
三
者
で
共
有
保
管
し

て
お
り
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
教
育
振
興
部
長
）

　
　

ど
の
よ
う
に
総
代
自
治
会
長
会
へ
意

向
確
認
し
て
い
る
か
。

　
　

各
公
立
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
依
頼
文
を
配

布
し
、
意
向
確
認
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
第
二
、
第
三
小
学
校

の
統
合
前
、
令
和
二
年
二
月
に
教
育
委
員

問問 「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」事
業
確
認

そ
の
他
に

答答

問問 答答

常盤　繁範
議員

  ときわ            しげ のり

杦本　貴司
議員

すぎもと            たかし

中山　義英
議員

なか やま        よし ひで

答答答答答

　　2025 年 2 月号  河合町議会だより5

03-河合町議会�よりNO11.indd   503-河合町議会�よりNO11.indd   5 2025/01/15   10:512025/01/15   10:51



ま
す
が
、
病
気
休
暇
や
年
度
途
中
に
退
職

さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
で
、住
民
サ
ー

ビ
ス
に
影
響
が
出
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
組

織
の
再
編
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
が
、
住
民

の
安
全
・
安
心
に
影
響
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

職
員
の
病
気
休
暇
等
に
よ
る
影
響
に

つ
き
ま
し
て
は
、
長
期
で
欠
員
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が

生
じ
な
い
よ
う
に
会
計
年
度
任
用
職
員
を

配
置
す
る
こ
と
で
対
応
を
現
在
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
長
期
休
暇
も
し
く
は
休
職

し
て
い
る
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
人

と
の
面
談
な
ど
を
含
め
て
、
早
期
に
復
帰

で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
組
織
再
編
に
よ
る
影
響
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
年
４
月
の

組
織
再
編
に
よ
り
ま
し
て
、
安
心
安
全
部

門
が
企
画
部
か
ら
総
務
部
に
統
合
い
た
し

ま
し
た
が
、
当
該
所
属
人
数
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
風
水
害
や
地
震
等
の
大
規
模

な
自
然
災
害
が
発
災
し
た
場
合
に
も
、
消

防
団
、
大
字
自
治
会
役
員
の
方
々
、
さ
ら

に
は
地
域
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
に

は
な
り
ま
す
が
、
町
の
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
安
心
安
全
部
門
の
職
員
の
み
で
は

な
く
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　

  

（
総
務
課
）

　
　

令
和
６
年
３
月
議
会
で
も
質
問
い
た

し
ま
し
た
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
回

答
願
い
ま
す
。

　
　

内
部
で
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
突

風
な
ど
に
よ
り
、
隣
接
地
に
屋
根
瓦
が
落

下
し
て
い
た
と
い
う
状
況
で
も
あ
り
、
こ

の
状
態
を
放
置
す
れ
ば
、
付
近
を
通
行
さ

れ
る
歩
行
者
や
自
動
車
へ
の
被
害
も
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
代
執
行
を
行
う

べ
き
と
の
最
終
結
論
に
至
り
、
来
年
２
月

の
実
施
を
計
画
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

11
月
15
日
に
特
定
空
き
家
が
建
っ
て
い

る
敷
地
を
土
地
を
購
入
し
た
い
と
い
う
方

が
役
場
に
相
談
に
来
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
先
方
の
代
理
人
で
あ
る
司
法
書
士
と

も
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

該
土
地
を
購
入
さ
れ
た
後
、
特
定
空
き
家

や
そ
の
敷
地
内
に
あ
る
植
木
な
ど
を
全
て

撤
去
の
上
、
会
社
の
事
務
所
と
し
て
使
用

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
ら
の
解
体
は
、
来
年
の
１
月
下

旬
か
ら
２
月
下
旬
に
実
施
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
宅
課
）

　
　

職
員
個
人
の
事
情
は
あ
る
と
思
わ
れ

　

12
月
10
日
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
で

授
賞
式
が
行
わ
れ
日
本
被
団
協
の
田
中
て

る
み
さ
ん
は
長
崎
で
の
自
ら
の
被
爆
体
験

や
被
団
協
の
歴
史
に
つ
い
て
語
ら
れ
「
核

兵
器
は
人
類
と
共
存
出
来
な
い
」
と
ゆ
っ

く
り
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
本
は
１
９
４
５
年
８
月
に
広
島
、

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
そ
の
年
の
末
ま

で
に
21
万
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
１
９

５
４
年
３
月
１
日
に
は
ビ
キ
ニ
環
礁
で
ア

メ
リ
カ
が
水
爆
実
験
を
行
い
マ
グ
ロ
漁
船

〝
第
５
福
竜
丸
〞が
被
曝
し
て
い
ま
す
。ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
の
授
賞
の
理
由
を
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
の
実
現
に
尽
力
し
、
日
本
の

若
い
世
代
が
被
爆
者
の
経
験
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
継
い
で
い
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
１

９
８
５
年
９
月
議
会
に
お
い
て
奈
良
県
で

最
も
早
く
宣
言
し
た
「
非
核
都
市
宣
言
の

町
・
河
合
町
」
と
し
て
平
和
教
育
を
一
層

進
め
平
和
を
推
進
す
る
町
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　
　

毎
年
、
夏
に
「
原
爆
パ
ネ
ル
展
」
の

開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
に
も

周
知
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

夏
休
み
中
の
開
催
で
す
の
で
子
ど
も

向
け
の
取
り
組
み
が
出
来
な
い
か
。

　
　

例
え
ば
、
期
間
中
に
語
り
部
の
日
な

ど
を
設
定
し
発
展
的
な
こ
と
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。 

　
　
（
政
策
調
整
課
長
）

　
　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
と
し
て
65

歳
以
上
の
方
で
主
に
心
疾
患
、
そ
の
他
突

発
性
の
疾
患
を
有
す
る
方
が
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
新
公
民
館
及
び
避
難
所
で
あ
る

体
育
館
や
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
緊
急
通

報
装
置
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
ま
た
、

対
象
者
に
つ
い
て
心
疾
患
の
み
な
ら
ず
障

害
の
あ
る
方
・
介
護
が
必
要
な
方
な
ど
利

用
者
の
拡
大
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

　
　

緊
急
通
報
装
置
は
介
護
保
険
の
見
守

り
事
業
と
し
て
、
65
歳
以
上
で
心
疾
患
、

そ
の
他
突
発
性
の
疾
患
を
有
し
、
日
常
生

活
を
営
む
う
え
で
常
時
注
意
を
有
す
る
状

態
の
方
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
拡
大
に
関
し
て
は
、
介
護
保
険

の
限
ら
れ
た
予
算
の
中
か
ら
実
施
し
て
い

る
た
め
難
し
い
で
す
が
、
緊
急
性
を
要
す

る
疾
患
が
な
く
て
も
不
安
を
感
じ
る
の
で

設
置
し
た
い
と
の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
が
自
費
で
設
置
が

で
き
る
よ
う
体
制
の
整
備
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。  

　
　
（
福
祉
政
策
課
長
）

　
　

体
育
館
や
新
公
民
館
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ト
イ
レ
に
呼
び
出
し
ブ
ザ
ー
が
設
置

さ
れ
ま
す
。 

　
　
（
教
育
振
興
部
長
）

＊
ブ
ザ
ー
と
セ
ッ
ト
で
A
E
D
の
設
置
に

つ
い
て
も
要
望
し
ま
し
た
。

問

問問

答

答

問問

答答

焼
失
し
た
家
屋
に
つ
い
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
と
安
全
・
安
心

に
つ
い
て

答答

緊
急
通
報
装
置
に
つ
い
て

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
賞
に
つ
い
て

第
二
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
つ
い
て

河
合
町
で
の
防
災
に
対
し
て
の

今
後
に
つ
い
て

し
て
も
、
担
当
部
局
と
議
論
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

　

  

（
副
町
長
）

　
　

河
合
町
で
は
、
安
心
安
全
推
進
課
か

ら
安
心
安
全
推
進
係
に
行
政
機
構
の
変
更

を
し
て
職
員
の
減
少
も
あ
り
ま
し
た
。
国

で
は
防
災
省
を
創
設
し
て
、
い
つ
起
こ
る

か
も
し
れ
な
い
災
害
に
今
以
上
に
備
え
る

報
道
も
あ
り
ま
す
。

　

過
去
の
私
の
質
問
で
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
方

に
減
災
・
災
害
に
対
し
て
担
っ
て
も
ら
え

れ
ば
心
強
い
で
す
。
町
職
員
さ
ん
の
負
担

も
減
り
今
こ
そ
安
心
安
全
推
進
係
か
ら
危

機
管
理
室
へ
の
機
構
変
更
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　

災
害
発
生
時
に
は
、
状
況
に
応
じ
て

職
員
を
招
集
し
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、

大
規
模
災
害
で
は
、
職
員
で
の
対
応
に
も

限
界
が
あ
り
、
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

消
防
団
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
大
字
・
自

治
会
や
自
主
防
災
組
織
の
方
々
の
協
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
関
係
機
関
と

連
携
強
化
を
図
り
、
町
全
体
で
災
害
時
の

被
害
を
最
小
限
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

　
　

組
織
と
人
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い

た
だ
い
た
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
町

長
と
詰
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
副
町
長
）

　

住
ん
で
安
心
安
全
、
教
育
の
河
合
町
で

新
住
民
の
方
が
住
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
、
町
の
活
性
化
に
も
な
り
ま
す
し
、
税

収
増
に
寄
与
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
議
会
で
は
、
私
の
シ
リ
ー
ズ
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
教
育
と
安
心
安
全

か
ら
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

　
　

二
中
の
ト
イ
レ
改
修
で
す
が
、
厳
し

い
町
の
予
算
に
学
校
施
設
改
善
を
以
前
に

約
6
，
0
0
0
万
の
有
利
な
国
の
予
算
で

の
施
工
と
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
、

二
小
か
ら
約
20
名
前
後
の
方
が
他
町
、
他

市
の
私
立
の
中
学
校
に
進
学
し
て
い
る
現

実
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
外
壁
と
屋
上
漏
水

含
め
て
過
去
の
質
問
を
議
会
で
伝
え
て
い

ま
す
。
今
期
は
ト
イ
レ
改
修
だ
け
で
す
が
、

進
捗
な
ど
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　
　

繰
越
事
業
と
し
て
承
認
を
い
た
だ
き

ま
し
た
、
第
二
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

の
進
捗
で
す
が
、
11
月
１
日
に
、
第
二
中

学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
設
計
業
務
の
入
札

を
行
い
、
業
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
ト
イ

レ
改
修
工
事
に
伴
う
設
計
業
務
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
年
明

け
１
月
上
旬
に
実
施
設
計
が
完
了
し
、
引

き
続
き
第
二
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
を

１
月
下
旬
に
入
札
し
て
、
３
月
末
に
工
事

完
了
予
定
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。  

　
　
（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

第
二
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

時
点
で
建
物
の
中
は
ま
だ
見
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
視
察
に
行
っ
て
き
ま
す
。
併
せ
て
、

町
内
学
校
施
設
ハ
ー
ド
整
備
等
に
つ
き
ま

答答 問

問答答

③
人
口
減
少
歯
止
め
で
成
果
を
上
げ
て
い

る
全
国
自
治
体
の
特
色
を
見
る
と
、
公

共
工
事
等
の
予
算
を
縮
減
し
て
、
子
育

て
支
援
策
に
予
算
を
多
く
取
っ
て
い
る
。

不
妊
、
不
育
治
療
の
補
助
制
度
の
内
容

と
今
後
の
助
成
の
拡
充
の
見
込
み
を
教

え
て
下
さ
い
。

④
豆
山
の
郷
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
子
育
て

支
援
拠
点
に
改
修
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

①
今
ま
で
の
町
政
の
方
向
性
に
加
え
、
歴

史
遺
産
を
活
か
し
た
観
光
の
推
進
及
び

職
住
近
接
に
つ
な
が
る
企
業
誘
致
に
も

注
力
し
、
人
の
流
れ
を
呼
び
お
こ
す
施

策
を
展
開
し
、
歳
入
増
加
を
め
ざ
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　

  

（
副
町
長
）

②
河
合
町
に
は
他
市
町
村
に
あ
る
よ
う
な

企
業
誘
致
の
補
助
制
度
と
か
、
税
金
関

係
の
施
策
と
い
う
の
が
な
い
。
企
業
と

ヒ
ア
リ
ン
グ
さ
せ
て
頂
く
中
で
、
補
助

制
度
の
重
要
性
を
認
識
し
、
今
後
こ
う

い
っ
た
も
の
の
整
備
の
方
を
進
め
る
考

え
で
す
。 

 

　
  

（
副
町
長
）

③
不
妊
治
療
等
の
基
本
治
療
は
全
て
保
険

適
用
さ
れ
ま
す
。
河
合
町
と
し
て
も
、

自
己
負
担
額
に
か
か
る
補
助
制
度
に
つ

い
て
来
年
度
予
算
要
求
し
て
い
る
。
不

妊
治
療
に
係
る
自
己
負
担
額
の
２
分
の

１
を
奈
良
県
と
河
合
町
で
補
助
す
る
形

と
な
る
。
不
育
治
療
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
し
て
行
き
ま
す
。 

  

（
福
祉
部
長
）

④
豆
山
の
郷
に
子
育
て
支
援
拠
点
を
造
る

こ
と
に
対
し
て
、
県
は
特
に
届
け
出
は

必
要
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
小
規
模
保

育
等
に
利
用
で
き
る
様
有
効
な
補
助
金

を
含
め
県
と
も
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
福
祉
部
長
）

①
兵
庫
県
の
文
書
告
発
問
題
を
き
っ
か
け

に
、
奈
良
県
山
下
知
事
は
法
令
遵
守
推
進

条
例
の
制
定
と
公
益
通
報
窓
口
の
「
外
部

化
」
を
前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
を
７
月

に
公
表
。
河
合
町
は
有
識
者
に
よ
る
通
報

窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

②
北
葛
城
郡
４
町
、
又
は
何
町
で
の
共
同

設
置
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
①
町
単
独
で
の
設
置
は
、
費
用
の
面
か
ら

大
変
と
考
え
ま
す
。

②
北
葛
と
か
何
町
か
で
の
共
同
設
置
は
検

討
し
て
行
き
た
い
。

（
総
務
部
長
）

①
県
の
推
計
人
口
調
査
や
国
の
人
口
戦
略
会

議
が
公
表
し
た
分
析
結
果
か
ら
河
合
町
の

人
口
減
少
が
想
定
以
上
で
す
。
町
と
し
て

今
後
の
取
組
み
を
教
え
て
下
さ
い
。

②
森
川
町
政
が
推
進
し
て
い
る
観
光
振
興
策

は
町
の
知
名
度
を
上
げ
る
効
果
は
あ
る

が
、
現
実
的
に
転
入
促
進
に
つ
な
が
る
と

思
え
な
い
が
、
企
業
誘
致
等
で
何
か
期
待

で
き
る
様
な
方
策
は
あ
り
ま
す
か
。

問 問
不
当
要
求
か
ら
町
職
員
を
守
る

し
く
み
に
つ
い
て

河
合
町
の「
人
口
推
移
」人
口
減
少

歯
止
め
策
に
つ
い
て

答

答

岡田　康則
議員

おか　だ　　　  やす のり

長谷川　伸一
議員

は    せ    がわ         しん いち

馬場　千惠子
議員

ば     ば           ち     え    こ

大西　孝幸
議員

おお にし         たか  ゆき
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ま
す
が
、
病
気
休
暇
や
年
度
途
中
に
退
職

さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
で
、住
民
サ
ー

ビ
ス
に
影
響
が
出
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
組

織
の
再
編
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
が
、
住
民

の
安
全
・
安
心
に
影
響
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

職
員
の
病
気
休
暇
等
に
よ
る
影
響
に

つ
き
ま
し
て
は
、
長
期
で
欠
員
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が

生
じ
な
い
よ
う
に
会
計
年
度
任
用
職
員
を

配
置
す
る
こ
と
で
対
応
を
現
在
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
長
期
休
暇
も
し
く
は
休
職

し
て
い
る
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
人

と
の
面
談
な
ど
を
含
め
て
、
早
期
に
復
帰

で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
組
織
再
編
に
よ
る
影
響
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
年
４
月
の

組
織
再
編
に
よ
り
ま
し
て
、
安
心
安
全
部

門
が
企
画
部
か
ら
総
務
部
に
統
合
い
た
し

ま
し
た
が
、
当
該
所
属
人
数
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
風
水
害
や
地
震
等
の
大
規
模

な
自
然
災
害
が
発
災
し
た
場
合
に
も
、
消

防
団
、
大
字
自
治
会
役
員
の
方
々
、
さ
ら

に
は
地
域
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
に

は
な
り
ま
す
が
、
町
の
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
安
心
安
全
部
門
の
職
員
の
み
で
は

な
く
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　

  

（
総
務
課
）

　
　

令
和
６
年
３
月
議
会
で
も
質
問
い
た

し
ま
し
た
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
回

答
願
い
ま
す
。

　
　

内
部
で
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
突

風
な
ど
に
よ
り
、
隣
接
地
に
屋
根
瓦
が
落

下
し
て
い
た
と
い
う
状
況
で
も
あ
り
、
こ

の
状
態
を
放
置
す
れ
ば
、
付
近
を
通
行
さ

れ
る
歩
行
者
や
自
動
車
へ
の
被
害
も
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
代
執
行
を
行
う

べ
き
と
の
最
終
結
論
に
至
り
、
来
年
２
月

の
実
施
を
計
画
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

11
月
15
日
に
特
定
空
き
家
が
建
っ
て
い

る
敷
地
を
土
地
を
購
入
し
た
い
と
い
う
方

が
役
場
に
相
談
に
来
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
先
方
の
代
理
人
で
あ
る
司
法
書
士
と

も
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

該
土
地
を
購
入
さ
れ
た
後
、
特
定
空
き
家

や
そ
の
敷
地
内
に
あ
る
植
木
な
ど
を
全
て

撤
去
の
上
、
会
社
の
事
務
所
と
し
て
使
用

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
ら
の
解
体
は
、
来
年
の
１
月
下

旬
か
ら
２
月
下
旬
に
実
施
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
宅
課
）

　
　

職
員
個
人
の
事
情
は
あ
る
と
思
わ
れ

　

12
月
10
日
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
で

受
賞
式
が
行
わ
れ
日
本
被
団
協
の
田
中
て

る
み
さ
ん
は
長
崎
で
の
自
ら
の
被
爆
体
験

や
被
団
協
の
歴
史
に
つ
い
て
語
ら
れ
「
核

兵
器
は
人
類
と
共
存
出
来
な
い
」
と
ゆ
っ

く
り
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
本
は
１
９
４
５
年
８
月
に
広
島
、

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
そ
の
年
の
末
ま

で
に
21
万
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
１
９

５
４
年
３
月
１
日
に
は
ビ
キ
ニ
環
礁
で
ア

メ
リ
カ
が
水
爆
実
験
を
行
い
マ
グ
ロ
漁
船

〝
第
５
福
竜
丸
〞が
被
曝
し
て
い
ま
す
。ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
の
理
由
を
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
の
実
現
に
尽
力
し
、
日
本
の

若
い
世
代
が
被
爆
者
の
経
験
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
継
い
で
い
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
１

９
８
５
年
９
月
議
会
に
お
い
て
奈
良
県
で

最
も
早
く
宣
言
し
た
「
非
核
都
市
宣
言
の

町
・
河
合
町
」
と
し
て
平
和
教
育
を
一
層

進
め
平
和
を
推
進
す
る
町
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　
　

毎
年
、
夏
に
「
原
爆
パ
ネ
ル
展
」
の

開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
に
も

周
知
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

夏
休
み
中
の
開
催
で
す
の
で
子
ど
も

向
け
の
取
り
組
み
が
出
来
な
い
か
。

　
　

例
え
ば
、
期
間
中
に
語
り
部
の
日
な

ど
を
設
定
し
発
展
的
な
こ
と
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。 

　
　
（
政
策
調
整
課
長
）

　
　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
と
し
て
65

歳
以
上
の
方
で
主
に
心
疾
患
、
そ
の
他
突

発
性
の
疾
患
を
有
す
る
方
が
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
新
公
民
館
及
び
避
難
所
で
あ
る

体
育
館
や
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
緊
急
通

報
装
置
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
ま
た
、

対
象
者
に
つ
い
て
心
疾
患
の
み
な
ら
ず
障

害
の
あ
る
方
・
介
護
が
必
要
な
方
な
ど
利

用
者
の
拡
大
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

　
　

緊
急
通
報
装
置
は
介
護
保
険
の
見
守

り
事
業
と
し
て
、
65
歳
以
上
で
心
疾
患
、

そ
の
他
突
発
性
の
疾
患
を
有
し
、
日
常
生

活
を
営
む
う
え
で
常
時
注
意
を
有
す
る
状

態
の
方
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
拡
大
に
関
し
て
は
、
介
護
保
険

の
限
ら
れ
た
予
算
の
中
か
ら
実
施
し
て
い

る
た
め
難
し
い
で
す
が
、
緊
急
性
を
要
す

る
疾
患
が
な
く
て
も
不
安
を
感
じ
る
の
で

設
置
し
た
い
と
の
意
見
も
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
が
自
費
で
設
置
が

で
き
る
よ
う
体
制
の
整
備
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。  

　
　
（
福
祉
政
策
課
長
）

　
　

体
育
館
や
新
公
民
館
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ト
イ
レ
に
呼
び
出
し
ブ
ザ
ー
が
設
置

さ
れ
ま
す
。 

　
　
（
教
育
振
興
部
長
）

＊
ブ
ザ
ー
と
セ
ッ
ト
で
A
E
D
の
設
置
に

つ
い
て
も
要
望
し
ま
し
た
。

問

問問

答

答

問問

答答

焼
失
し
た
家
屋
に
つ
い
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
と
安
全
・
安
心

に
つ
い
て

答答

緊
急
通
報
装
置
に
つ
い
て

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
に
つ
い
て

第
二
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
つ
い
て

河
合
町
で
の
防
災
に
対
し
て
の

今
後
に
つ
い
て

し
て
も
、
担
当
部
局
と
議
論
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

　

  

（
副
町
長
）

　
　

河
合
町
で
は
、
安
心
安
全
推
進
課
か

ら
安
心
安
全
推
進
係
に
行
政
機
構
の
変
更

を
し
て
職
員
の
減
少
も
あ
り
ま
し
た
。
国

で
は
防
災
省
を
創
設
し
て
、
い
つ
起
こ
る

か
も
し
れ
な
い
災
害
に
今
以
上
に
備
え
る

報
道
も
あ
り
ま
す
。

　

過
去
の
私
の
質
問
で
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
方

に
減
災
・
災
害
に
対
し
て
担
っ
て
も
ら
え

れ
ば
心
強
い
で
す
。
町
職
員
さ
ん
の
負
担

も
減
り
今
こ
そ
安
心
安
全
推
進
係
か
ら
危

機
管
理
室
へ
の
機
構
変
更
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　

災
害
発
生
時
に
は
、
状
況
に
応
じ
て

職
員
を
招
集
し
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、

大
規
模
災
害
で
は
、
職
員
で
の
対
応
に
も

限
界
が
あ
り
、
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

消
防
団
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
大
字
・
自

治
会
や
自
主
防
災
組
織
の
方
々
の
協
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
関
係
機
関
と

連
携
強
化
を
図
り
、
町
全
体
で
災
害
時
の

被
害
を
最
小
限
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
総
務
部
長
）

　
　

組
織
と
人
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い

た
だ
い
た
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
町

長
と
詰
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
副
町
長
）

　

住
ん
で
安
心
安
全
、
教
育
の
河
合
町
で

新
住
民
の
方
が
住
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
、
町
の
活
性
化
に
も
な
り
ま
す
し
、
税

収
増
に
寄
与
し
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
議
会
で
は
、
私
の
シ
リ
ー
ズ
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
教
育
と
安
心
安
全

か
ら
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

　
　

二
中
の
ト
イ
レ
改
修
で
す
が
、
厳
し

い
町
の
予
算
に
学
校
施
設
改
善
を
以
前
に

約
6
，
0
0
0
万
の
有
利
な
国
の
予
算
で

の
施
工
と
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
、

二
小
か
ら
約
20
名
前
後
の
方
が
他
町
、
他

市
の
私
立
の
中
学
校
に
進
学
し
て
い
る
現

実
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
外
壁
と
屋
上
漏
水

含
め
て
過
去
の
質
問
を
議
会
で
伝
え
て
い

ま
す
。
今
期
は
ト
イ
レ
改
修
だ
け
で
す
が
、

進
捗
な
ど
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　
　

繰
越
事
業
と
し
て
承
認
を
い
た
だ
き

ま
し
た
、
第
二
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事

の
進
捗
で
す
が
、
11
月
１
日
に
、
第
二
中

学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
設
計
業
務
の
入
札

を
行
い
、
業
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
ト
イ

レ
改
修
工
事
に
伴
う
設
計
業
務
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
年
明

け
１
月
上
旬
に
実
施
設
計
が
完
了
し
、
引

き
続
き
第
二
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
を

１
月
下
旬
に
入
札
し
て
、
３
月
末
に
工
事

完
了
予
定
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。  

　
　
（
教
育
振
興
部
長
）

　
　

第
二
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

時
点
で
建
物
の
中
は
ま
だ
見
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
視
察
に
行
っ
て
き
ま
す
。
併
せ
て
、

町
内
学
校
施
設
ハ
ー
ド
整
備
等
に
つ
き
ま

答答 問

問答答

③
人
口
減
少
歯
止
め
で
成
果
を
上
げ
て
い

る
全
国
自
治
体
の
特
色
を
見
る
と
、
公

共
工
事
等
の
予
算
を
縮
減
し
て
、
子
育

て
支
援
策
に
予
算
を
多
く
取
っ
て
い
る
。

不
妊
、
不
育
治
療
の
補
助
制
度
の
内
容

と
今
後
の
助
成
の
拡
充
の
見
込
み
を
教

え
て
下
さ
い
。

④
豆
山
の
郷
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
子
育
て

支
援
拠
点
に
改
修
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

①
今
ま
で
の
町
政
の
方
向
性
に
加
え
、
歴

史
遺
産
を
活
か
し
た
観
光
の
推
進
及
び

職
住
近
接
に
つ
な
が
る
企
業
誘
致
に
も

注
力
し
、
人
の
流
れ
を
呼
び
お
こ
す
施

策
を
展
開
し
、
歳
入
増
加
を
め
ざ
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　

  

（
副
町
長
）

②
河
合
町
に
は
他
市
町
村
に
あ
る
よ
う
な

企
業
誘
致
の
補
助
制
度
と
か
、
税
金
関

係
の
施
策
と
い
う
の
が
な
い
。
企
業
と

ヒ
ア
リ
ン
グ
さ
せ
て
頂
く
中
で
、
補
助

制
度
の
重
要
性
を
認
識
し
、
今
後
こ
う

い
っ
た
も
の
の
整
備
の
方
を
進
め
る
考

え
で
す
。 

 

　

  

（
副
町
長
）

③
不
妊
治
療
等
の
基
本
治
療
は
全
て
保
険

適
用
さ
れ
ま
す
。
河
合
町
と
し
て
も
、

自
己
負
担
額
に
か
か
る
補
助
制
度
に
つ

い
て
来
年
度
予
算
要
求
し
て
い
る
。
不

妊
治
療
に
係
る
自
己
負
担
額
の
２
分
の

１
を
奈
良
県
と
河
合
町
で
補
助
す
る
形

と
な
る
。
不
育
治
療
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
し
て
行
き
ま
す
。 

  

（
福
祉
部
長
）

④
豆
山
の
郷
に
子
育
て
支
援
拠
点
を
造
る

こ
と
に
対
し
て
、
県
は
特
に
届
け
出
は

必
要
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
小
規
模
保

育
等
に
利
用
で
き
る
様
有
効
な
補
助
金

を
含
め
県
と
も
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
福
祉
部
長
）

①
兵
庫
県
の
文
書
告
発
問
題
を
き
っ
か
け

に
、
奈
良
県
山
下
知
事
は
法
令
遵
守
推
進

条
例
の
制
定
と
公
益
通
報
窓
口
の
「
外
部

化
」
を
前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
を
７
月

に
公
表
。
河
合
町
は
有
識
者
に
よ
る
通
報

窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

②
北
葛
城
郡
４
町
、
又
は
何
町
で
の
共
同

設
置
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
①
町
単
独
で
の
設
置
は
、
費
用
の
面
か
ら

大
変
と
考
え
ま
す
。

②
北
葛
と
か
何
町
か
で
の
共
同
設
置
は
検

討
し
て
行
き
た
い
。

（
総
務
部
長
）

①
県
の
推
計
人
口
調
査
や
国
の
人
口
戦
略
会

議
が
公
表
し
た
分
析
結
果
か
ら
河
合
町
の

人
口
減
少
が
想
定
以
上
で
す
。
町
と
し
て

今
後
の
取
組
み
を
教
え
て
下
さ
い
。

②
森
川
町
政
が
推
進
し
て
い
る
観
光
振
興
策

は
町
の
知
名
度
を
上
げ
る
効
果
は
あ
る

が
、
現
実
的
に
転
入
促
進
に
つ
な
が
る
と

思
え
な
い
が
、
企
業
誘
致
等
で
何
か
期
待

で
き
る
様
な
方
策
は
あ
り
ま
す
か
。

問 問
不
当
要
求
か
ら
町
職
員
を
守
る

し
く
み
に
つ
い
て

河
合
町
の「
人
口
推
移
」人
口
減
少

歯
止
め
策
に
つ
い
て

答

答

岡田　康則
議員

おか　だ　　　  やす のり

長谷川　伸一
議員

は    せ    がわ         しん いち

馬場　千惠子
議員

ば     ば           ち     え    こ

大西　孝幸
議員

おお にし         たか  ゆき
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佐藤　利治
議員

さ  とう         とし  はる

　
　

電
気
機
器
か
ら
の
出
火
を
防
ぐ
に
は
、

強
い
揺
れ
を
感
知
す
る
と
電
気
を
遮
断
す

る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
が
有
効
で
す

が
、
住
民
を
守
る
た
め
に
ど
の
様
に
取
り

組
み
ま
す
か
。
内
閣
府
は
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
時
に
1
0
0
％
住
居
に
設
置
済
み
な

ら
火
災
に
よ
る
死
者
数
1
万
4
，
0
0
0

人
が
半
数
の
7
，
0
0
0
人
に
な
る
と
推

測
し
て
い
ま
す
。「
後
悔
先
に
立
た
ず
」
と

の
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
震
災
へ
の
対
策
以
上
に
大
切

な
事
っ
て
あ
り
ま
す
か
。

　
　

阪
神
淡
路
や
東
日
本
大
震
災
で
は
、

電
気
系
統
に
よ
る
出
火
や
復
旧
作
業
後
の

漏
電
火
災
が
多
く
発
生
し
た
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
能
登
半
島
地
震
で
輪
島

朝
市
周
辺
で
の
出
火
は
電
気
火
災
が
原
因

で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
が
有
効
な
対
策
で

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

電
気
火
災
の
危
険
性
や
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
必
要
性
を
住
民
に
認
知
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
啓
発
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。  

  

（
総
務
部
長
）

　
　

①
泉
台
2
丁
目
の
空
き
地
は
公
用
地

で
す
か
。
町
職
員
が
、な
ぜ
草
刈
り
を
行
っ

た
の
か
。

　

憲
法
第
15
条
の
2
項
を
、
河
合
町
に
置

き
換
え
ま
す
と
特
定
の
町
民
に
奉
仕
す
る

の
で
は
な
く
、
町
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
公
共
の
利
益
増
進
に
尽
く
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
責
務
が
あ
る
と
謳
わ
れ
て
ま
す

が
、
ご
存
知
で
す
ね
。

　
　

①
泉
台
2
丁
目
の
空
き
地
は
個
人
の

所
有
地
、
民
地
で
す
。
数
年
前
に
草
刈
り

が
実
施
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
、
こ
れ
は
、

所
有
者
に
よ
る
早
期
の
適
正
管
理
が
見
込

め
ず
、
周
辺
住
民
の
一
定
の
生
活
環
境
を

確
保
す
る
た
め
に
苦
肉
の
策
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

全
て
の
職
員
が
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
勤

務
し
て
お
り
、
一
部
の
為
の
奉
仕
者
に
な

ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

（
生
活
環
境
部
次
長
）

　
　

②
現
在
の
あ
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草

の
除
去
の
条
例
を
改
正
す
る
話
し
で
す
が
、

毎
年
、
同
じ
地
主
に
税
金
を
使
い
、
書
類

を
郵
送
、
職
員
が
電
話
で
の
連
絡
、
訪
問
、

な
ぜ
仕
事
を
増
や
す
事
を
続
け
る
の
か
。

令
和
3
年
か
ら
検
討
し
て
い
る
条
例
改
正
、

具
体
的
な
内
容
ま
で
聞
い
て
い
る
の
に
何

故
、
こ
の
12
月
に
上
程
し
な
い
の
か
。
来

春
3
月
に
は
し
て
頂
け
ま
す
か
。

　
　

②
条
例
改
正
で
す
が
個
人
の
財
産
に

制
約
を
か
け
る
条
例
で
す
の
で
、
公
共
の

福
祉
の
範
囲
で
な
い
と
い
け
な
い
、
3
年

検
討
と
の
こ
と
は
、
個
人
の
財
産
な
の
で

慎
重
な
取
組
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
て

お
り
、
引
き
続
き
急
い
で
作
業
は
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

条
例
改
正
に
は
検
討
が
必
要
で
す
。
然

る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
議
案
の
提
出
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。　
（
生
活
環
境
部
次
長
）

※
他
に
、
子
ど
も
若
者
議
会
、
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
、
小
中
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
、

委
員
会
等
の
録
画
放
映
に
つ
い
て
質

問
。

答 問問

問

で
比
較
し
ま
す
と
企
業
団
の
供
給
単
価
は
、

１
８
９
円
／
㎥
で
、
河
合
町
単
独
の
場
合

は
２
０
９
円
／
㎥
と
な
る
こ
と
か
ら
、
統

合
に
よ
る
水
道
料
金
の
減
少
効
果
額
は
20

円
と
な
り
ま
す
。
今
後
５
年
ご
と
に
総
括

原
価
方
式
に
よ
り
、
料
金
水
準
改
定
の
要

否
が
検
討
さ
れ
ま
す
が
、
将
来
に
お
い
て

も
、
町
が
単
独
で
経
営
す
る
よ
り
も
、
料

金
上
昇
は
抑
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

③
今
回
の
県
域
水
道
一
体
化
に
よ
り
、

水
道
事
業
は
県
域
で
一
体
化
す
る
が
、
下

水
道
事
業
が
残
り
各
市
町
村
で
の
運
営
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
上
水
道
と
下
水
道

の
使
用
料
は
一
括
で
徴
収
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
徴
収
方
法
は
今
後
ど
の
よ
う
に
な
り

ま
す
か
？

　
　

③
企
業
団
へ
移
行
さ
れ
る
令
和
７
年

度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
企
業
団
に
徴
収

を
委
託
し
ま
す
が
、利
用
者
の
方
々
に
と
っ

て
何
か
変
わ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　

新
聞
や
報
道
な
ど
で
水
道
料
金
の
全
国

的
な
値
上
げ
を
目
に
し
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
奈
良
県
の
北
部
地
域
で
は
、
奈
良
県

と
県
内
26
市
町
村
で
水
道
事
業
を
一
体
化

し
、
奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
が
設
立
さ

れ
ま
す
。

　
　

①
奈
良
県
域
水
道
一
体
化
の
メ
リ
ッ

ト
は
？

　
　

①
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
大
き
く
三

つ
あ
り
、
一
つ
目
、
一
体
化
後
10
年
間
で
、

国
の
交
付
金
２
１
１
億
円
に
加
え
県
の
財

政
支
援
２
１
１
億
円
の
合
計
４
２
２
億
円

を
活
用
し
施
設
の
更
新
整
備
が
推
進
で
き

ま
す
。
二
つ
目
、
水
道
料
金
に
つ
い
て
、

市
町
村
が
単
独
で
経
営
す
る
こ
と
と
比
較

し
将
来
の
料
金
上
昇
の
抑
制
に
繋
が
り
ま

す
。
三
点
目
、
市
町
村
の
区
域
を
越
え
て
、

人
員
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
効
活
用
し
な
が
ら

業
務
の
効
率
化
に
よ
り
、
運
営
体
制
の
強

化
が
図
れ
ま
す
。（

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

②
現
在
と
企
業
団
設
立
後
の
水
道
料

金
は
？

　
　

②
令
和
５
年
度
に
お
け
る
河
合
町
の

供
給
単
価
は
、
２
０
４
円
／
㎥
で
し
た
。

ま
た
統
合
時
の
令
和
７
年
度
時
点
の
試
算

　令和6年12月6日に「不毛田川流域内水対策事
業」の進捗状況について、全議員が建設課より、現時
点での工事概要やスケジュールなどについての事業
説明を受けました。なお、国・県・町の事業費負担割
合について、河合町は全事業費の約2割となっていま
す。
この事業は、昭和57年度の大和川大水害を契機に、
国・県・市町村が中心となって、雨水貯留施設等を整
備することで、大和川の水位上昇に伴う内水による
床上・床下被害の解消・軽減に向けた総合治水対策
事業です。
本町においては、川合地区が適地候補地に選定さ

れ、令和4年度から地元説明会や用地測量、発掘調
査などが進められ、第1期工事は令和7年3月から始
まる予定となっています。整備概要としては、貯留施
設が3箇所、整備面積は約20,400平方メートル、貯
水量は約43,000立方メートル、工期は令和7年3月
から令和9年3月末予定となっています。また、不毛田
川沿いの一部道路整備等も計画されています。
　河合町としては、近隣住民の安心・安全な暮らしを
実現するため、早期に貯留施設の整備を完成させ、
台風などによる浸水被害の軽減を図っていきたいと
のことでした。

全議員説明会

問

問

問

答答

答答

答

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

空
き
地
の
草
刈
に
つ
い
て

奈
良
県
域
水
道
一
体
化
に
つ
い
て

杦本　光清
議員

すぎもと　　　　みつきよ

令和６年１０月２３日（水）
於：いかるがホール
演題
「我が国を取り巻く経済環境の変化と財政金融政策」
講師
　元内閣府官房参与　元駐スイス大使
　京都大学経営管理大学院　客員教授　本田 悦朗 氏

　現在の日本経済を過去から詳しく分析する中で、国
際社会における経済・金融・財政のあり方を政治的な側
面を交えながら講義をいただきました。また、バブル崩
壊からアベノミクス、そして現在に至る日本経済を考察
し、２０年後・３０年後をしっかりと見据えた政策が必要
であるとの提言をいただく時間でした。

令和６年１０月２４日（木）
於：いずみスクエア（王寺町）
演題
「激動する世界情勢と日本の課題」
講師
同志社大学法学部　教授　村田 晃嗣 氏

　講師の研究内容が「第二次世界大戦後のアメリカの
東アジア政策とその決定課程、日米安全保障関係の歴
史と課題など」でしたので、変遷する世界情勢の中で日
本とアメリカの関係を軽妙な語り口で講演いただきま
した。この講演をいただいた日はスーパーチューズデー
まで二週間を切っていましたので大統領選挙が主題と
なっていました。

奈良県町村議会議長会
全議員研修会

北葛城郡・生駒郡
町議会議員合同研修会
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佐藤　利治
議員

さ  とう         とし  はる

　
　

電
気
機
器
か
ら
の
出
火
を
防
ぐ
に
は
、

強
い
揺
れ
を
感
知
す
る
と
電
気
を
遮
断
す

る
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
が
有
効
で
す

が
、
住
民
を
守
る
た
め
に
ど
の
様
に
取
り

組
み
ま
す
か
。
内
閣
府
は
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
時
に
1
0
0
％
住
居
に
設
置
済
み
な

ら
火
災
に
よ
る
死
者
数
1
万
4
，
0
0
0

人
が
半
数
の
7
，
0
0
0
人
に
な
る
と
推

測
し
て
い
ま
す
。「
後
悔
先
に
立
た
ず
」
と

の
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
震
災
へ
の
対
策
以
上
に
大
切

な
事
っ
て
あ
り
ま
す
か
。

　
　

阪
神
淡
路
や
東
日
本
大
震
災
で
は
、

電
気
系
統
に
よ
る
出
火
や
復
旧
作
業
後
の

漏
電
火
災
が
多
く
発
生
し
た
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
能
登
半
島
地
震
で
輪
島

朝
市
周
辺
で
の
出
火
は
電
気
火
災
が
原
因

で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
が
有
効
な
対
策
で

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

電
気
火
災
の
危
険
性
や
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
必
要
性
を
住
民
に
認
知
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
啓
発
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。  

  

（
総
務
部
長
）

　
　

①
泉
台
2
丁
目
の
空
き
地
は
公
用
地

で
す
か
。
町
職
員
が
、な
ぜ
草
刈
り
を
行
っ

た
の
か
。

　

憲
法
第
15
条
の
2
項
を
、
河
合
町
に
置

き
換
え
ま
す
と
特
定
の
町
民
に
奉
仕
す
る

の
で
は
な
く
、
町
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
公
共
の
利
益
増
進
に
尽
く
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
責
務
が
あ
る
と
謳
わ
れ
て
ま
す

が
、
ご
存
知
で
す
ね
。

　
　

①
泉
台
2
丁
目
の
空
き
地
は
個
人
の

所
有
地
、
民
地
で
す
。
数
年
前
に
草
刈
り

が
実
施
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
、
こ
れ
は
、

所
有
者
に
よ
る
早
期
の
適
正
管
理
が
見
込

め
ず
、
周
辺
住
民
の
一
定
の
生
活
環
境
を

確
保
す
る
た
め
に
苦
肉
の
策
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

全
て
の
職
員
が
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
勤

務
し
て
お
り
、
一
部
の
為
の
奉
仕
者
に
な

ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

（
生
活
環
境
部
次
長
）

　
　

②
現
在
の
あ
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草

の
除
去
の
条
例
を
改
正
す
る
話
し
で
す
が
、

毎
年
、
同
じ
地
主
に
税
金
を
使
い
、
書
類

を
郵
送
、
職
員
が
電
話
で
の
連
絡
、
訪
問
、

な
ぜ
仕
事
を
増
や
す
事
を
続
け
る
の
か
。

令
和
3
年
か
ら
検
討
し
て
い
る
条
例
改
正
、

具
体
的
な
内
容
ま
で
聞
い
て
い
る
の
に
何

故
、
こ
の
12
月
に
上
程
し
な
い
の
か
。
来

春
3
月
に
は
し
て
頂
け
ま
す
か
。

　
　

②
条
例
改
正
で
す
が
個
人
の
財
産
に

制
約
を
か
け
る
条
例
で
す
の
で
、
公
共
の

福
祉
の
範
囲
で
な
い
と
い
け
な
い
、
3
年

検
討
と
の
こ
と
は
、
個
人
の
財
産
な
の
で

慎
重
な
取
組
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
て

お
り
、
引
き
続
き
急
い
で
作
業
は
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

条
例
改
正
に
は
検
討
が
必
要
で
す
。
然

る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
議
案
の
提
出
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。　
（
生
活
環
境
部
次
長
）

※
他
に
、
子
ど
も
若
者
議
会
、
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
、
小
中
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
、

委
員
会
等
の
録
画
放
映
に
つ
い
て
質

問
。

答 問問

問

で
比
較
し
ま
す
と
企
業
団
の
供
給
単
価
は
、

１
８
９
円
／
㎥
で
、
河
合
町
単
独
の
場
合

は
２
０
９
円
／
㎥
と
な
る
こ
と
か
ら
、
統

合
に
よ
る
水
道
料
金
の
減
少
効
果
額
は
20

円
と
な
り
ま
す
。
今
後
５
年
ご
と
に
総
括

原
価
方
式
に
よ
り
、
料
金
水
準
改
定
の
要

否
が
検
討
さ
れ
ま
す
が
、
将
来
に
お
い
て

も
、
町
が
単
独
で
経
営
す
る
よ
り
も
、
料

金
上
昇
は
抑
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

③
今
回
の
県
域
水
道
一
体
化
に
よ
り
、

水
道
事
業
は
県
域
で
一
体
化
す
る
が
、
下

水
道
事
業
が
残
り
各
市
町
村
で
の
運
営
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
上
水
道
と
下
水
道

の
使
用
料
は
一
括
で
徴
収
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
徴
収
方
法
は
今
後
ど
の
よ
う
に
な
り

ま
す
か
？

　
　

③
企
業
団
へ
移
行
さ
れ
る
令
和
７
年

度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
企
業
団
に
徴
収

を
委
託
し
ま
す
が
、利
用
者
の
方
々
に
と
っ

て
何
か
変
わ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　

新
聞
や
報
道
な
ど
で
水
道
料
金
の
全
国

的
な
値
上
げ
を
目
に
し
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
奈
良
県
の
北
部
地
域
で
は
、
奈
良
県

と
県
内
26
市
町
村
で
水
道
事
業
を
一
体
化

し
、
奈
良
県
広
域
水
道
企
業
団
が
設
立
さ

れ
ま
す
。

　
　

①
奈
良
県
域
水
道
一
体
化
の
メ
リ
ッ

ト
は
？

　
　

①
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
大
き
く
三

つ
あ
り
、
一
つ
目
、
一
体
化
後
10
年
間
で
、

国
の
交
付
金
２
１
１
億
円
に
加
え
県
の
財

政
支
援
２
１
１
億
円
の
合
計
４
２
２
億
円

を
活
用
し
施
設
の
更
新
整
備
が
推
進
で
き

ま
す
。
二
つ
目
、
水
道
料
金
に
つ
い
て
、

市
町
村
が
単
独
で
経
営
す
る
こ
と
と
比
較

し
将
来
の
料
金
上
昇
の
抑
制
に
繋
が
り
ま

す
。
三
点
目
、
市
町
村
の
区
域
を
越
え
て
、

人
員
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
効
活
用
し
な
が
ら

業
務
の
効
率
化
に
よ
り
、
運
営
体
制
の
強

化
が
図
れ
ま
す
。（

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
）

　
　

②
現
在
と
企
業
団
設
立
後
の
水
道
料

金
は
？

　
　

②
令
和
５
年
度
に
お
け
る
河
合
町
の

供
給
単
価
は
、
２
０
４
円
／
㎥
で
し
た
。

ま
た
統
合
時
の
令
和
７
年
度
時
点
の
試
算

　令和6年12月6日に「不毛田川流域内水対策事
業」の進捗状況について、全議員が建設課より、現時
点での工事概要やスケジュールなどについての事業
説明を受けました。なお、国・県・町の事業費負担割
合について、河合町は全事業費の約2割となっていま
す。
　この事業は、昭和57年度の大和川大水害を契機
に、国・県・市町村が中心となって、雨水貯留施設等
を整備することで、大和川の水位上昇に伴う内水に
よる床上・床下被害の解消・軽減に向けた総合治水
対策事業です。
本町においては、川合地区が適地候補地に選定さ

れ、令和4年度から地元説明会や用地測量、発掘調
査などが進められ、第1期工事は令和7年3月から始
まる予定となっています。整備概要としては、貯留施
設が3箇所、整備面積は約20,400平方メートル、貯
水量は約43,000立方メートル、工期は令和7年3月
から令和9年3月末予定となっています。また、不毛田
川沿いの一部道路整備等も計画されています。
　河合町としては、近隣住民の安心・安全な暮らしを
実現するため、早期に貯留施設の整備を完成させ、
台風などによる浸水被害の軽減を図っていきたいと
のことでした。

全議員説明会

問

問

問

答答

答答

答

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

空
き
地
の
草
刈
に
つ
い
て

奈
良
県
域
水
道
一
体
化
に
つ
い
て

杦本　光清
議員

すぎもと　　　　みつきよ

令和６年１０月２３日（水）
於：いかるがホール
演題
「我が国を取り巻く経済環境の変化と財政金融政策」
講師
　元内閣府官房参与　元駐スイス大使
　京都大学経営管理大学院　客員教授　本田 悦朗 氏

　現在の日本経済を過去から詳しく分析する中で、国
際社会における経済・金融・財政のあり方を政治的な側
面を交えながら講義をいただきました。また、バブル崩
壊からアベノミクス、そして現在に至る日本経済を考察
し、２０年後・３０年後をしっかりと見据えた政策が必要
であるとの提言をいただく時間でした。

令和６年１０月２４日（木）
於：いずみスクエア（王寺町）
演題
「激動する世界情勢と日本の課題」
講師
同志社大学法学部　教授　村田 晃嗣 氏

　講師の研究内容が「第二次世界大戦後のアメリカの
東アジア政策とその決定過程、日米安全保障関係の歴
史と課題など」でしたので、変遷する世界情勢の中で日
本とアメリカの関係を軽妙な語り口で講演いただきま
した。この講演をいただいた日はスーパーチューズデー
まで二週間を切っていましたので大統領選挙が主題と
なっていました。

奈良県町村議会議長会
全議員研修会

北葛城郡・生駒郡
町議会議員合同研修会
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問い合わせ 河合町議会事務局 電　話：0745-57-0200（内線 311）　FAX：0745-57-1711　
メール：gikai@town.kawai.nara.jp

視
聴
方
法

※1・2によりアクセスすると、河合町公式サイトの町議会のページから
　外部サイトにリンクします。

１ 河合町ホームページ

河合町議会

録画配信視聴できます！

画像をクリック

2 QRコード

河合町議会
か わ い ち ょ う ぎ か い （子ども向けページ）

こ む

ぎ　　かい

　私たちの住んでいる河合町をもっと住み
やすい町にするには、住んでいる人みんな
で話し合うことが一番です。
　でも、住んでいる人みんなが一斉に話
し合うことはとても難しいことです。
　そこで、選挙で選ばれた代表者がみん
なの代わりに話し合いをすることにしてい
ます。
　その代表に選ばれた人を『町議会議員』
と言います。
　町会議員が役所の人の考えも聞きなが
ら話し合うところを『町議会』と言います。

わたし す すかわいちょう

まち す

あ

あ

いちばんはな

はな

あ

あ

はなか

ひと

す ひと

ひと ちょうぎかいぎいん

むずか

せんきょ えら だいひょうしゃ

だいひょう

い

い

ちょうかいぎいん

ちょうぎかい

やくしょ ひと かんが き

はな

えら

いっせい

い　  いん   かい    しつ

　議員は一人一人が町民の代表者です。
　だれもが責任をもった発言がしやすいように、
席の向きや配置をしています。

ぎいん ひとり  ひとり ちょうみん だいひょうしゃ

せきにん はつげん

む はいちせき

ぼう  ちょう

　本会議や委員会でどのような会議をしている
のかを直接そのようすを見たり、聴いたりする
ことができます。このことを傍聴と言います。

ほんかいぎ いいんかい かいぎ

ちょくせつ み き

ぼうちょう い

ぎ      かい    ろく      が      はい    しん

　本会議のようすを町ホームページから録画配信で見ることができます。
ほんかいぎ まち ろくがはいしん み

ぎ　　いん　　　 にん　ずう

　町議会の人数は町のきまり（条例）で決められていて12人です。
　この人数を定数と言います。

ちょうぎかい にんずう き にんまち

にんずう ていすう い

ぎ　 じょう

　河合町議会は選挙で選ばれた町議会議員の
集まる場です。
　町議会では町長や議員からの提案をもとにい
ろいろな問題を話し合い、町の仕事の内容やや
り方を決めます。
　また、議会で決めたことが正しく行われてい
るか、町民のくらしにどのように役立っているの
かもチェックします。

かわいちょうぎかい せんきょ えら

あつ ば

かた き

ぎいん ていあんちょうちょう

やくだちょうみん

もんだい はな あ まち しごと

ぎかい き ただ おこな

ないよう

ちょうぎかいぎいん

ちょうぎかい

町　民
ちょう みん

町議会
ちょう かいぎ

町　長
ちょう ちょう

選挙
せん  きょ

選挙
せん  きょ

提案する
てい  あん

決める
き

願いを
伝える

ねが

つた
市民のための
しごとをする

し   みん

じょうれい

議場議場議場
ぎじょうぎじょうぎじょう

かつ　どう　　き　　かん　　　　なん　ねん

　議員は選挙で選ばれ、活動期間は4 年です。その中から議長と副議長を選びます。
　議長は、会議をスムーズに進めるほか、議会に関する事務などを処理します。
　また、町議会の代表として、いろいろな会議に出席したり、ほかの機関と協議するなど
重要な役割を果たしています。
　副議長は、議長と協力して議会を運営するとともに、議長が不在のときに議長の代わり
をつとめます。

ぎいん せんきょ えら えらねん ぎちょう

ぎちょう ぎちょうふざい か

ぎちょう

ちょうぎかい かいぎ しゅっせき きかん きょうぎ

ふくぎちょうかつどうきかん

かいぎ

ふくぎちょう ぎちょう きょうりょく ぎかい うんえい

だいひょう

すす ぎかい かん じむ しょり

じゅうよう やくわり は

傍聴席傍聴席傍聴席
ぼうちょうせきぼうちょうせきぼうちょうせき

委員会室委員会室委員会室
いいんかいしついいんかいしついいんかいしつ

ろくがはいしん はじかわいちょう さくねん がつ ぎかい

●〔河合町では昨年の3月議会から録画配信が始まりました。〕
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問い合わせ 河合町議会事務局 電　話：0745-57-0200（内線 311）　FAX：0745-57-1711　
メール：gikai@town.kawai.nara.jp

視
聴
方
法

※1・2によりアクセスすると、河合町公式サイトの町議会のページから
　外部サイトにリンクします。

１ 河合町ホームページ

河合町議会

録画配信視聴できます！

画像をクリック

2 QRコード

河合町議会
か わ い ち ょ う ぎ か い （子ども向けページ）

こ む

ぎ　　かい

　私たちの住んでいる河合町をもっと住み
やすい町にするには、住んでいる人みんな
で話し合うことが一番です。
　でも、住んでいる人みんなが一斉に話
し合うことはとても難しいことです。
　そこで、選挙で選ばれた代表者がみん
なの代わりに話し合いをすることにしてい
ます。
　その代表に選ばれた人を『町議会議員』
と言います。
　町会議員が役所の人の考えも聞きなが
ら話し合うところを『町議会』と言います。

わたし す すかわいちょう

まち す

あ

あ

いちばんはな

はな

あ

あ

はなか

ひと

す ひと

ひと ちょうぎかいぎいん

むずか

せんきょ えら だいひょうしゃ

だいひょう

い

い

ちょうかいぎいん

ちょうぎかい

やくしょ ひと かんが き

はな

えら

いっせい

い　  いん   かい    しつ

　議員は一人一人が町民の代表者です。
　だれもが責任をもった発言がしやすいように、
席の向きや配置をしています。

ぎいん ひとり  ひとり ちょうみん だいひょうしゃ

せきにん はつげん

む はいちせき

ぼう  ちょう

　本会議や委員会でどのような会議をしている
のかを直接そのようすを見たり、聴いたりする
ことができます。このことを傍聴と言います。

ほんかいぎ いいんかい かいぎ

ちょくせつ み き

ぼうちょう い

ぎ      かい    ろく      が      はい    しん

　本会議のようすを町ホームページから録画配信で見ることができます。
ほんかいぎ まち ろくがはいしん み

ぎ　　いん　　　 にん　ずう

　町議会の人数は町のきまり（条例）で決められていて12人です。
　この人数を定数と言います。

ちょうぎかい にんずう き にんまち

にんずう ていすう い

ぎ　 じょう

　河合町議会は選挙で選ばれた町議会議員の
集まる場です。
　町議会では町長や議員からの提案をもとにい
ろいろな問題を話し合い、町の仕事の内容やや
り方を決めます。
　また、議会で決めたことが正しく行われてい
るか、町民のくらしにどのように役立っているの
かもチェックします。

かわいちょうぎかい せんきょ えら

あつ ば

かた き

ぎいん ていあんちょうちょう

やくだちょうみん

もんだい はな あ まち しごと

ぎかい き ただ おこな

ないよう

ちょうぎかいぎいん

ちょうぎかい

町　民
ちょう みん

町議会
ちょう かいぎ

町　長
ちょう ちょう

選挙
せん  きょ

選挙
せん  きょ

提案する
てい  あん

決める
き

願いを
伝える

ねが

つた
市民のための
しごとをする

し   みん

じょうれい

議場議場議場
ぎじょうぎじょうぎじょう

かつ　どう　　き　　かん　　　　なん　ねん

　議員は選挙で選ばれ、活動期間は4 年です。その中から議長と副議長を選びます。
　議長は、会議をスムーズに進めるほか、議会に関する事務などを処理します。
　また、町議会の代表として、いろいろな会議に出席したり、ほかの機関と協議するなど
重要な役割を果たしています。
　副議長は、議長と協力して議会を運営するとともに、議長が不在のときに議長の代わり
をつとめます。

ぎいん せんきょ えら えらねん ぎちょう

ぎちょう ぎちょうふざい か

ぎちょう

ちょうぎかい かいぎ しゅっせき きかん きょうぎ

ふくぎちょうかつどうきかん

かいぎ

ふくぎちょう ぎちょう きょうりょく ぎかい うんえい

だいひょう

すす ぎかい かん じむ しょり

じゅうよう やくわり は

傍聴席傍聴席傍聴席
ぼうちょうせきぼうちょうせきぼうちょうせき

委員会室委員会室委員会室
いいんかいしついいんかいしついいんかいしつ

ろくがはいしん はじかわいちょう さくねん がつ ぎかい

●〔河合町では昨年の3月議会から録画配信が始まりました。〕
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議案番号 議決結果議  案  名

令和６年度河合町一般会計補正予算について

令和６年度河合町

後期高齢者医療制度特別会計補正予算について

令和６年度河合町水道事業会計補正予算について

令和６年度河合町下水道事業会計補正予算について

河合町公民館設置条例の一部改正について

奈良県市町村総合事務組合規約の変更について

奈良県葛城地区清掃事務組合規約の変更について

専決処分の承認を求めることについて

（令和６年度河合町一般会計補正予算）
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詳しい日程は、決定しだいホームページに掲載いたします。
次の議会は3月定例会を予定しています。 河合町議会公式

ホームページから
ご覧いただけます
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　2025 年は「巳（へび）」年。
　へびは、「新しい自分に生まれ変わる」「幸せな未来をつかむ」
というステキな意味を持っているのだそうです。
　へびが脱皮するように、新しい自分に出会える年になるとも
いわれています。
　今年は60年に一度巡ってくる乙巳（きのとみ）の年です。
　皆さまにとっても、ステキな年になりますように。

今月の表紙
馬見丘陵公園内にある梅林が見
事に花を咲かせています。  
【撮影】 
河合町フォトクラブ　所属 
穴闇在住　浅芝裕氏 
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